
に
校
友
会
事
務
局
が
移
転
す

る
の
に
伴
い
、
校
友
会
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、

大
学
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
す
る
と
い
う
方
針
も
承
認

さ
れ
た
。
第
３
号
議
案
は
令

和
５
年
度
が
役
員
改
選
期
に

あ
た
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

第
２
号
代
議
員
の
選
出
基
準

と
方
法
を
明
確
に
し
た
。

報
告
事
項
で
は
「
校
友
会

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
検

討
方
向
に
つ
い
て
」
が
示
さ

れ
た
。
校
友
会
は
任
意
団
体

か
ら
一
般
社
団
法
人
へ
移
行

す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
厳
し
く
な

っ
て
い
る
校
友
会
財
政
に
つ

い
て
も
そ
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。通

常
総
会
終
了
後
に
、
箱

根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ

ン
募
金
贈
呈
式
を
行
っ
た

（
関
連
記
事
８
面
）
。

義
は
な
く
承
認
さ
れ
た
。

４
年
度
事
業
計
画
で
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
に
留
意
し
、
会
員

の
安
全
・
安
心
を
第
一
と
し

な
が
ら
、
校
友
会
活
動
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
い
う
基
本
方
針
が
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
令
和
５
年
５
月

に
供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て

い
る
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
国
際
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

人
、
出
席
者
総
数
は
２
０
９

人
だ
っ
た
。
議
長
に
は
長
野

県
支
部
の
伊
澤
宏
爾
支
部
長

（
昭

畜
）
が
選
ば
れ
た
。

議
事
で
は
第
１
号
議
案
の
令

和
３
年
度
事
業
報
告
と
決

算
、
第
２
号
議
案
の
令
和
４

年
度
事
業
計
画
と
予
算
、
第

３
号
議
案
の
役
員
選
出
規
定

と
会
則
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
対
面
出
席
、
書

面
議
決
の
代
議
員
か
ら
の
意

使
し
た
。
代
議
員
定
数
は
２

３
９
人
で
、
対
面
で
の
出
席

者
は

人
、
書
面
で
意
思
表

示
し
た
代
議
員
は
１
５
６

総
会
は
支
部
長
を
基
本
に

都
道
府
県
支
部
の
代
表
１
人

が
参
加
。
そ
の
他
の
代
議
員

は
書
面
に
よ
る
議
決
権
を
行

令
和
４
年
度
東
京
農
大
校
友
会
通
常
総
会
が
７
月
１
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
の
横
井
講
堂
で

行
わ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
・
大
澤
貫
寿
理
事
長
、
東
京
農
業
大
学･

江
口
文
陽
学
長
が
出
席
し
た


総
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
支
部
を
中
心
と
し
た
校
友
会
活
動
の
活
性
化
が
望
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
令
和

５
年
度
の
事
務
局
移
転
に
よ
り
校
友
会
機
能
を
高
め
大
学
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
校
友
会
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
中
間
報
告
も
行
わ
れ
、
一
般
社
団
法
人
化
へ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

熊本県支部は
設立100周年

熊
本
県
支
部
は
大
正


（
１
９
２
１
）
年
４
月

日

に
設
立
さ
れ
、
令
和
３
（
２

０
２
１
）
年
に
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

萬
歳
章
校
友
会
会
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
７
人
と
会
員


人
の
出
席
の
下
、
８
月
６

日
に
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で

支
部
設
立
１
０
０
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
た
＝
写
真
。

式
典
は
阿
曽
田
清
支
部
長

の
式
辞
の
後
、
来
賓
と
し
て

校
友
会
の
萬
歳
会
長
、
法
人

理
事
長
の
代
理
・
渡
邉
文
雄

常
務
理
事
お
よ
び
江
口
文
陽

学
長
か
ら
ご
祝
辞
が
あ
り
、

大
西
一
史
熊
本
市
長
、
大
関

正
代
関
、
学
校
法
人
加
寿
美

学
園
竹
下
英
理
事
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
吉
田
秀
順
１

０
０
周
年
事
業
委
員
長
か

ら
、
支
部
１
０
０
年
の
歩
み

と
記
念
事
業
内
容
の
報
告
が

あ
っ
た
。

式
典
の
後
、
記
念
講
演
会

は
東
京
農
大
の
蓑
茂
壽
太
郎

名
誉
教
授
か
ら
、
「
百
年
前

の
熊
本
と
東
京
農
業
大
学
」

の
演
題
で
、
横
井
時
敬
初
代

学
長
の
生
誕
記
念
碑
設
置
の

意
義
、
支
部
が
設
立
さ
れ
た

１
０
０
年
前
の
母
校
を
め
ぐ

る
社
会
情
勢
、
大
学
へ
の
昇

格
の
経
緯
、
そ
れ
に
携
わ
ら

れ
た
横
井
時
敬
先
生
の
生
き

様
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
の
ご
講

演
が
あ
っ
た
。

祝
賀
交
流
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
自
席

だ
け
で
の
交
流
と
し
、
司
会

者
の
指
名
で
会
員
の
自
己
紹

介
や
活
動
状
況
の
ス
ピ
ー
チ

が
あ
っ
た
。

支
部
で
は
、
設
立

周
年

式
典
後
、
平
成

年
度
か
ら

１
０
０
周
年
基
金
を
設
け
、

年

万
円
の
積
み
立
て
を
始

め
た
。
平
成

年
に
記
念
事

業
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、

記
念
式
典
お
よ
び
記
念
講
演

会
の
開
催
記
念
誌
の
発
行


横
井
初
代
学
長
生
誕
記
念
碑

の
建
立
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。
記
念
誌
「
１
０
０
年
の

歩
み
」
に
は
活
動
の
推
移
を

記
録
す
る
こ
と
と
し
、
令
和

３
年
３
月
に
は
執
筆
者
に
原

稿
を
依
頼
し
た
。
生
誕
記
念

碑
は
生
誕
の
地
を
確
定
し
、

土
地
所
有
者
で
あ
る
学
校
法

人
加
寿
美
学
園
か
ら
了
解
を

い
た
だ
き
、
令
和
３
年
９
月

に
建
立
、
除
幕
式
を
令
和
４

年
３
月
に
挙
行
し
た
。

支
部
設
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
、
と
り
わ
け
横
井
時

敬
初
代
学
長
生
誕
記
念
碑
建

立
に
つ
い
て
は
、
東
京
農
業

大
学
お
よ
び
校
友
会
本
部
に

は
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
【
熊
本
県
支
部
・
横

田
堅
幹
事
長
】
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第132号

通常総会で承認された決算・予算

令和３年度決算

一般会計

予納金特別会計

基本金特別会計

｢箱根駅伝への道｣
特別会計

収入総額

支出総額

差引残高

次年度繰越金

収入総額

支出総額

次年度繰越金

収入総額

支出総額

次年度繰越金

収入総額

支出総額

次年度繰越金

117729831円

72254729円

45475102円

45475102円

387712500円

77225000円

310487500円

235131060円

0円

235131060円

7132607円

4521151円

2611456円

令和４年度予算

一般会計

予納金特別会計

基本金特別会計

｢箱根駅伝への道｣
特別会計

収入総額

支出総額

差引残高

収入総額

支出総額

次年度繰越金

収入総額

支出総額

次年度繰越金

収入総額

支出総額

次年度繰越金

135880602円

135880602円

0円

390050000円

77575000円

312475000円

235152861円

0円

235152861円

9111556円

6350100円

2761456円

新型コロナ感染拡大防止のため規模を縮小したものの３年ぶりの対面で開催され
た通常総会

３
年
ぶ
り

対
面
総
会

活
動
の
再
活
性
を
確
認

一
般
社
団
法
人
化
へ
の
方
向
示
す

校
友
会

事
務
局

来
春
国
際
セ
ン
タ
ー
へ
移
転

協力者ご芳名
を８面に掲載

ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン

募
金
に
協
力
を

陸
上
競
技
部
男
子
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
選

手
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
て
強
力
な
後

押
し
と
な
る
よ
う
、
農
大

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
ゆ
う
ち
ょ
銀
行｢

払

込
取
扱
票
」
（
校
友
会
ニ

ュ
ー
ス
同
封
）
で
お
振
り
込
み
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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気
づ
け
よ
う
と
し
て
開
催
し

た
。応

援
団
の
山
形
県
で
の
合

宿
は
初
め
て
で
、
校
友
会
山

形
県
支
部
の
先
輩
方
や
地
元

の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
よ
り
充
実
し
た
合
宿
と
な

っ
た
。
練
習
の
合
間
に
は
、

村
山
市
役
所
や
地
元
の
小
・

中
学
校
、
東
京
農
大
卒
業
生

が
経
営
す
る
酒
造
会
社
な
ど

計
８
カ
所
で
リ
ー
ダ
ー
公
開

を
行
い
、
「
青
山
ほ
と
り
」

な
ど
を
披
露
し
た
。

矢
萩
団
長
は
「
東
京
農
大

を
地
域
の
人
に
知
っ
て
い
た

だ
い
た
。
自
分
た
ち
の
応
援

を
見
た
方
々
が
元
気
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。
今

後
も
東
京
農
大
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
ま
い
進
し
た

い
」
と
話
す
。

た
。
矢
萩
源
士
団
長(

造
４)

が
同
市
出
身
で
、
２
年
前
に

同
市
が
豪
雨
災
害
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
県
民
・
市
民
を
元

全
学
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部

は
８
月

日
か
ら
９
月
４
日

ま
で
の
９
日
間
、
山
形
県
村

山
市
で
夏
季
合
宿
を
実
施
し

に
貢
献
し
て
い
る
卒
業
生
を

対
象
に
「
東
京
農
大
経
営
者

大
賞
」
「
東
京
農
大
経
営
者

賞
」
な
ど
を
贈
っ
て
い
る
。

後
援
は
東
京
農
業
大
学
校

友
会
、
東
京
農
業
大
学
教
育

後
援
会
、
東
京
農
大
経
営
者

会
議
な
ど
。

賞
す
る
。
表
彰
式
は

月


日
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ

れ
る
予
定
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
優

れ
た
経
営
で
活
躍
し
、
社
会

類
審
査
と
現
地
調
査
の
結

果
、
堀
口
俊
英
氏
（
平

院

環
博
）
、
加
藤
春
幸
氏
（
平


農
）
、
大
嶋
康
司
氏
（
昭


畜
）
が
経
営
者
大
賞
を
受

東
京
農
大
経
営
者
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
２
の
経
営
者
大

賞
が
決
ま
っ
た
。

３
件
３
人
の
推
薦
が
あ

り
、
審
査
委
員
会
に
よ
る
書

授
業
の
進
め
方
や
評
価
方
法

に
特
徴
的
な
取
り
組
み
が
あ

り
、
学
部
学
科
な
ど
の
特
徴

化
に
貢
献
し
た
教
員
を
表
彰

す
る
。
学
生
に
よ
る
授
業
評

価
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
で

高
得
点
を
得

た
教
員
。
今

年

で

４

年

目
。ベ

ス
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー

賞
は
、
教
育

の
質
的
向
上

に
貢
献
し
た

教
員
を
表
彰

す
る
。
同
じ

く
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
、
５
年

目
。

始
ま
り
６
年
目
。
社
会
貢
献

や
学
術
的
な
功
績
で
東
京
農

大
の
名
声
を
高
め
た
教
員
を

表
彰
し
て
い
る
。

ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
は

究
内
容
を
掲
載
）
。
ベ
ス
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
賞
に
は
生
命
科

学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
三
浦
大
樹
助
教
、
ベ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
は
農
学

部
の
今
井
祥
子
助
教
ら
６
人

が
受
賞
し
た
。

東
京
農
大
貢
献
賞
は
創
立

１
２
５
周
年
の
平
成

年
に

２
０
２
２
年
度
の
東
京
農

大
貢
献
賞
お
よ
び
ベ
ス
ト
レ

ク
チ
ャ
ー
賞
・
ベ
ス
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
賞
の
表
彰
式
が
７

月

日
、
横
井
講
堂
で
行
わ

れ
た
。

東
京
農
大
貢
献
賞
は
応
用

生
物
科
学
部
の
野
口
智
弘
教

授
が
受
賞
し
た
（
５
面
に
研

ト
を
添
え
理
解
を
助
け
る
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
農
事
作
業
の
イ
ラ
ス
ト
は
、

東
京
高
等
農
学
校
初
代
校
長
の

田
中
芳
男
が
長
年
手
が
け
た


初
等
教
育
用
教
材
「
掛
図
」
や

農
家
向
け
「
教
草
（
お
し
え
ぐ

さ
）
」
な
ど
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

に
も
な
ろ
う
。

今
回
７
号
館
収
蔵
庫
で
の
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
展
示
と
併
せ
て
３

形
態
の
資
料
展
示
が
実
現
し
、

資
料
を
多
角
的
に
捉
え
、
保
全

し
な
が
ら
新
た
な
利
用
を
模
索

す
る
準
備
が
整
っ
た
。
現
在
は

稲
作
の
行
程
が
お
お
む
ね
た
ど

れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
畑
作
や
林
業
、
養
蚕
業

の
分
野
も
視
野
に
入
れ
て
い
き

た
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
公
開
は
来
年
度
末
ご
ろ

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

展
示
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
展
示
」
を
用
い
た
。
「
食
と

農
」
の
博
物
館
で
の
、
実
際
の

使
用
状
況
が
理
解
し
や
す
い

「
情
景
展
示｣

と
は
対
照
的
に


古
農
機
具
の
造
形
や
機
能
が
明

確
に
伝
わ
る
展
示
に
な
っ
て
い

る
こ
こ
か
ら
新
規
な
観
点
や


材
料
分
析
な
ど
資
料
へ
の
新
た

な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

と
は
元
々
美
術
用
語
で
あ
る

が
、
近
年
そ
の
範
疇
（
は
ん
ち

ゅ
う
）
を
越
え
て
、
物
品
の
属

性
な
ど
の
ノ
イ
ズ
を
省
き
端
的

に
展
示
す
る
手
法
に
も
な
っ

た
。ホ

ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
展
示
で

は
分
か
り
に
く
い
農
機
具
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ス

基
本
法
」
の
制
定(

昭
和

年)

に
よ
り
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
昭
和


年
ご
ろ
ま
で
使
用
さ
れ
た
農

具
、
ま
た
そ
の
後
も
使
用
さ
れ

た
も
の
、
さ
ら
に
同
一
形
態
・

機
能
で
そ
の
後
に
製
作
さ
れ
た

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
で
は
、

白
い
無
機
的
な
空
間
に
資
料
を

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は

昭
和

年
か
ら

年
間
に
わ
た

り
、
約
３
６
０
０
点
の
古
農
機

具
が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

全
国
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
、
一

部
は
日
本
の
産
業
遺
産
３
０
０

選
（
産
業
考
古
学
会
）
に
も
選

出
さ
れ
て
い
る
。

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
農

業
の
近
代
化
を
図
っ
た
「
農
業

令
和
４
年
４
月
、
教
育
後
援

会･
校
友
会
の
ご
寄
付
を
得
て


古
農
機
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
古

今
の
ビ
ー
ル
缶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
故
・
河
合
省
三
名
誉
教
授
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）
、
そ
し
て
希
少

な
昆
虫
標
本
が
中

心
の
進
化
生
物
学

研
究
所
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
イ
エ
ン

ス
ポ
ー
ト
の
西
側
、
北
側
、
東

側
に
展
示
さ
れ
た
。

古
農
機
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
古
農
機
具
消
滅
の
危
機
を

憂
慮
し
た
、
東
京
農
大
校
友
有

志
の
皆
さ
ま
と
梅
室
英
夫
先
生

(

本
学
旧
農
業
資
料
室
学
芸
員


後
に
「
食
と
農
」
の
博
物
館
副

館
長
）
が
協
力
し
て
収
集
さ
れ

サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
に
古
農
機
具
展
示

１階西側の展示

可動式の展示台と引き出し式収納

大
学
教
員
の
人
事
異
動

(

順
不
同
敬
称
略)

【
令
和
４
年
５
月

日
】

▼
称
号
授
与

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

河
合

義
隆

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

小
川

博

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

前
田

良
之

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

岩
永

弘
人

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

樫
村

修
生

12
月
16
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
表
彰

貢
献
賞
は
野
口
教
授

レ
ク
チ
ャ
ー･

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
に
７
氏

応援団山形で合宿
豪雨被災地で復興祈る

村
山
市
役
所
で
「
青
山
ほ
と
り
」
を
披

露
す
る
団
員

2022年度「東京農大貢献賞」受賞者

応用生物科学部 学部共通 野口 智弘 教授

2022年度「ベストティーチャー賞」受賞者

農学部

応用生物科学部

生命科学部

地域環境科学部

国際食料情報学部

生物産業学部

学部共通

醸造科学科

分子微生物学科

造園科学科

国際食農科学科

海洋水産学科

今井 祥子 助教

石川 森夫 教授

鈴木 智典 准教授

國井 洋一 教授

宮浦 理恵 教授

黒田 真道 助教

2022年度「ベストレクチャー賞」受賞者

生命科学部 バイオサイエンス学科 三浦 大樹 助教

東京農大経営者フォーラム 経営者大賞受賞者

堀口 俊英氏

東京都 歳

加藤 春幸氏

神奈川県 歳

大嶋 康司氏

茨城県 歳

㈱堀口珈琲

代表取締役会長

㈲座間洋らんセンター

代表取締役社長

㈱大嶋農場

代表取締役社長

平成年３月

大学院農学研究科環境共生学専攻博士後期課程修了

平成年３月

農学部農学科卒業

昭和年３月

農学部畜産学科卒業

珈琲の生産販売等

洋ラン等花卉(かき)

類の生産販売

米の生産販売

東京農大経営者大賞に３氏
堀口氏加藤氏大嶋氏が受賞

造
形
や
機
能
を
伝
え

学
術
情
報
課
程
教
授

木
村
李
花
子
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儵
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰儰儰儰儰儰儰

網走寒冷地農場
農場長 相馬幸作

(生物産業部北方圏農学科教授)

地域と一体で運営

網
走
寒
冷
地
農
場
は
日
本
有
数
の

先
進
的
な
大
規
模
機
械
化
畑
作
農
業

が
営
ま
れ
て
い
る
北
海
道
網
走
市
に

あ
り
、
直
線
距
離
で
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
東
に
約


㌔
車
で

分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る


圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
面
積
は
約

㌶

あ
り
、
そ
の
周
囲
は
約

㌶
の
湿
性

林
と
湿
原
に
囲
ま
れ
、
北
海
道
ら
し

い
自
然
と
生
産
現
場
が
隣
接
す
る
農

場
と
な
っ
て
い
る
。

本
農
場
の
開
設
は
昭
和

年
で


当
時
の
網
走
市
の
高
等
教
育
機
関
設

置
へ
向
け
た
陳
情
に
応
え
、
寒
冷
地

大
規
模
畑
作
の
実
習
と
産
・
官
・
学

が
一
体
と
な
っ
た
教
育
と
研
究
を
推

進
し
、
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
農
場

を
目
指
し
て
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
農

場
開
設
を
足
が
か
り
に
、
生
物
産
業

学
部
が
開
設
（
平
成
元
年)

さ
れ
た


農
場
は
「
網
走
寒
冷
地
農
場
運
営

協
議
会
」
が
運
営
し
て
い
る
。
同
協

議
会
は
地
域
の
農
家
代
表
と
Ｊ
Ａ
、

日
本
気
象
協
会
網
走
支
店
、
網
走
開

発
建
設
部
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
、
網
走
市
、
当
農
場
の
各
職
員
で

組
織
さ
れ
、
運
営
経
費
は
網
走
市
、

Ｊ
Ａ
、
東
京
農
大
の
三
者
均
等
折
半

に
よ
り
拠
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

網
走
市
で
は
機
械
や
施
設
の
所
有
と

利
用
、
農
作
業
生
産
資
材
の
購
入


生
産
物
の
販
売
を
共
同
で
行
う
「
営

農
集
団
」
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
当

農
場
は
第

営
農
集
団
（
現
、
農
事

組
合
法
人
網
走
農
場
）
の
一
員
と
し

て
地
域
の
農
家
と
共
に
活
動
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
場
で
は
試
験

圃
場
の
管
理

に
最
低
限
必

要
な
小
型
ト

ラ
ク
タ
ー
や

温
室
な
ど
の

機
械
や
施
設

の
所
有
に
と

ど
め
、
農
場

の
運
用
コ
ス

ト
低
減
に
努

め
て
い
る
。

本
農
場
の

役
割
は
大
き

く
分
け
て
三
つ
、
「
営
農
」｢

教
育｣

「
研
究
」
で
あ
る
。

「
営
農
」
に
つ
い
て
、
本
農
場
で

は
秋
ま
き
小
麦
、
ビ
ー
ル
大
麦
、
種

子
バ
レ
イ
シ
ョ
お
よ
び
テ
ン
サ
イ
な

ど
を
栽
培
し
て
お
り
、
地
域
農
家
と

共
に
、
高
生
産
農
業
と
大
規
模
機
械

化
畑
作
農
業
を
具
現
化
し
て
い
る
。

「
教
育
」
に
つ
い
て
、
地
元
農
家

の
協
力
に
よ
り
現
実
の
生
産
現
場
が

農
業
実
習
の
場
と
し
て
提
供
さ
れ
、

学
生
た
ち
は
プ
ロ
（
農
家
）
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
大
学
の
農
業
実
習
に
つ
い
て
地

元
農
家
と
の
調
整
役
も
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、
学
部
生
や
大
学
院
生
の

卒
業
論
文
研
究
や
学
位
論
文
研
究
の

一
環
と
し
て
当
農
場
の
試
験
研
究
畑

が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
「
現
場
か
ら

問
題
点
を
拾
い
上
げ
、
解
決
に
あ
た

る
」
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
を
学

ぶ
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
網
走
寒

冷
地
農
場
運
営
協
議
会
に
よ
る
産
官

学
一
体
の
研
究
体
制
に
よ
り
、
現
場

な
ど
か
ら
要
請
さ
れ
た
試
験
の
実
施

と
、
地
域
の
共
同
研
究
体
制
の
調
整

役
も
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
る

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱

の
試
験
研
究
畑
を
設

け
、
大
麦
品
種
選
抜

な
ど
の
協
力
も
行
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た

運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
農
場
と
し
て
、
網

走
寒
冷
地
農
場
は
各

方
面
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
。

③

★

網
走
寒
冷
地
農
場

卒論研究を兼ねた大麦品種の生育調査

秋
ま
き
小
麦
の
収
穫
作
業

世田谷区連携協定の成果着々連携協定の成果着々
｢

大
蔵
大
根｣

の
ア
イ
ス
を
開
発

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科
教
授

大
浦
裕
二

世
田
谷
の
地
場
野
菜
か
つ
江
戸

東
京
野
菜
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る

「
大
蔵
大
根
」
を
利
用
し
た
『
だ

い
こ
ん
あ
い
す
』
は
、
東
京
農
大

と
世
田
谷
区
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
誕
生
し
た
。
包
括
連
携
協

定
を
結
ぶ
世
田
谷
区
か
ら
東
京
農

大
が
事
業
委
託
を
受
け
、
食
品
加

工
技
術
セ
ン
タ
ー
で
加
工
製
造
、

消
費
行
動
研
究
室
で
商
品
コ
ン
セ

プ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
商
品
企

画
を
行
い
、
本
年
度
の
冬
以
降
、

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
の
直
売
所
で
販
売

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

平
成

年
３
月
に

世
田
谷
区
で
策
定

し
た
「
世
田
谷
区

農
業
振
興
計
画
」
に
基
づ
く
新
た

な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
向

け
、
世
田
谷
産
農
産
物
を
活
用
し

た
加
工
品
を
開
発
・
製
造
・
販
売

す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

世
田
谷
区
か
ら
は
、
世
田
谷
区
の

伝
統
野
菜
で
あ
る
「
大
蔵
大
根
」

を
使
用
し
た
加
工
品
の
開
発
に
加

え
て
、
子

ど
も
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト

に
含
む
よ

う
な
デ
ザ

イ
ン
性
・

ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
と

の
要
望
を

受
け
て
、

令
和
２
年


月
か
ら

商
品
開
発

に
着
手
し
た
。

昭
和

年
代
、
世
田
谷
区
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
「
大
蔵
大
根
」
は

生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

年

代
に
は
病
気
に
強
く
栽
培
し
や
す

い
青
首
ダ
イ
コ
ン
の
普
及
に
伴

い
、
白
首
系
の
「
大
蔵
大
根
」
は

次
第
に
生
産
が
縮
小
し
て
い
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
９
年

に
世
田
谷
区
内
農
家
の
方
々
が
再

び
栽
培
を
始
め
、
地
域
住
民
へ
の

Ｐ
Ｒ
、
中
で
も
子
ど
も
た
ち
へ
の

Ｐ
Ｒ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
消
費
行
動
研
究
室
で

は
、
親
子
で
ダ
イ
コ
ン
ア
イ
ス
を

食
べ
る
こ
と
で
世
田
谷
農
業
を
学

び
、
食
育
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期

待
し
、
「
３
時
の
お
や
つ
に
親
子

で
楽
し
く
学
ぶ
せ
た
が
や
農
業
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
定
し
、
商
品

開
発
を
行
っ
た
。

ま
ず
ダ
イ
コ
ン
の
白
い
部
分
と

牛
乳
を
基
本
と
し
た
「
み
る
く

味
」
と
ミ
ル
ク
味
に
ダ
イ
コ
ン
の

葉
を
加
え
た
「
葉
っ
ぱ
み
る
く

味
」
の
２
種
類
の
ア
イ
ス
を
開
発

し
た
。
親
と
子
ど
も
で
一
緒
に
２

種
類
の
味
を
食
べ
比
べ
る
こ
と
で

会
話
が
生
ま
れ
、
世
田
谷
農
業
に

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
狙
い
と
し

た
。
ま
た
、
ダ
イ
コ
ン
の
葉
も
商

品
に
す
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
削
減

も
考
慮
し
て
い
る
。

幾
度
も
の
試
作
を
重
ね
、
世
田

谷
区
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
イ
タ
リ

ア
料
理
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
シ
ェ
フ
福
田

耕
二
氏
に
も
コ
メ
ン
ト
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ダ
イ
コ
ン
の
味
を
伝
え

な
が
ら
も
、
子
ど
も
が
食
べ
や
す

い
よ
う
な
味
わ
い
を
目
指
し
た
。

次
に
、
子
ど
も
が
な
じ
み
や
す

い
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
案
し

た
。
「
み
ん
な
の
う
た
」
「
お
か

あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
な
ど
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
西
内
と
し
お
氏

と
共
同
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成

し
、
「
大
蔵
大
根
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
大
蔵
だ
い
こ
ん
く
ん
」
を

考
案
し
た
。

今
回
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
す
る
機
会
を
得
て
、
商
品
開

発
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
学
生
を

集
め
、
短
期
間
で

商
品
化
に
結
び
付

い
た
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
大
変
貴
重
な
機
会
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
食
料
環
境
経

済
学
科
で
は
、
農
産
物
を
用
い
た

商
品
開
発
を
目
標
に
入
学
す
る
学

生
が
多
い
中
で
、
本
機
会
は
学
生

に
と
っ
て
絶
好
の
学
び
の
場
で
あ

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

学
生
同
士
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
田

谷
区
の
職
員
の
皆
さ
ま
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
の
西
内
氏
、
Ｇ
Ｉ
Ｔ

Ａ
の
福
田
氏
、
食
品
加
工
技
術
セ

ン
タ
ー
の
野
口
智
弘
教
授
、
東
京

農
大
総
合
研
究
所
の
事
務
職
員
の

皆
さ
ま
と
の
関
わ
り
を
経
て
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
と
思
う
。
こ
の

場
を
借
り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。
そ
し
て
、
こ
の
経
験
を
生
か

し
て
、
学
生
に
は
社
会
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
商
品
開
発
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
㊤
と
白
い
「
み

る
く
味
」
緑
の
「
葉
っ
ぱ
み

る
く
味
」
㊦

学
生
た
ち
の
手
で
「
だ
い
こ
ん
あ
い
す
」
が
製
造
さ
れ
る

伝
統
野
菜
子
ど
も
ら
の
身
近
に
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工
場
レ
ベ
ル
の
製
造
を
体
験

地
域
の
食
品
開
発
に
携
わ
る

食
品
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

教
授

野
口
智
弘

第６回こ
の
度
は
大
変
名
誉
あ
る

東
京
農
大
貢
献
賞
を
拝
受

し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
私
個

人
と
し
て
で
は
な
く
、
食
品

加
工
技
術
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
対
す
る

賞
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り

ま
す
。

実
学
教
育
の

体
験
の
場

食
品
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

は
東
京
農
大
の
教
育
理
念
で

あ
る
「
実
学
主
義
」
を
学
生

た
ち
が
体
験
を
で
き
る
場
と

し
て
１
９
６
５
（
昭
和

）

年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
多
く
の
学
生
が
実
習
を
受

講
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
で

赴
任
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
か

ら
「
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
が

大
変
役
に
立
っ
て
い
る
」
と

の
手
紙
を
も
ら
い
、
う
れ
し

く
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
最

大
の
特
徴
は
工
場
レ
ベ
ル
の

食
品
製
造
を
学
生
た
ち
が
体

験
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
他
大
学
で
は
簡
単
な
調

理
実
習
の
よ
う
な
食
品
加
工

が
主
で
あ
る
中
、
大
規
模
な

製
造
装
置
を
使
用
し
た
実
習

は
、
非
常
に
特
色
の
あ
る
、

実
践
的
な
教
育
が
提
供
で
き

て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

社
会
へ
の
貢
献

を
提
供
す
る
場

２
０
０
０
年
に
入
っ
た
頃

か
ら
、
大
学
の
役
割
が
学
生

教
育
の
み
で
は
な
く
、
生
涯

学
習
や
地
域
社
会
と
の
連
携

も
重
要
視
さ
れ
始
め
た
こ
と

は
皆
さ
ま
も
共
通
の
理
解
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
世
田
谷
区
の
小

中
学
生
一
般
市
民
の
方
ま

た
稲
花
小
学
校
や
付
属
中
学

･

高
校
の
児
童･
生
徒
、
さ
ら

に
は
保
護
者
の
皆
さ
ま
な
ど

へ
食
品
加
工
講
座
を
開
催
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
一

般
の
方
に
、
ま
た
未
来
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
食

の
知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
と
て
も
良
い
機
会
で
す
。

ま
た
、
地
域
貢
献
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
食
品
開

発
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
取
り
組
み
の

多
く
は
行
政
主
導
で
開
始
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
に

携
わ
る
農
家
の
皆
さ
ん
は
最

初
、
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
が

多
い
の
が
現
実
で
す
。
こ
の

た
め
、
ま
ず
初
め
に
取
り
組

む
こ
と
は
農
家
の
皆
さ
ん
と

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
決
し
て
「
絵
に

描
い
た
餅
」
的
な
計
画
は
立

て
な
い
こ
と
。
こ
の
二
つ
を

心
が
け
、
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ん
が
東
京
農
大
と
連
携
し

た
こ
と
を
「
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
よ
う
な
協
力
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
し
い
食
品
加
工

技
術
を
見
つ
け
る
場

私
の
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
小
麦
粉
の
加
工
特
性
解

析
で
す
。
主
に
パ
ン
品
質
に

お
け
る
グ
ル
テ
ン
形
成
と
酵

素
の
関
係
性
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人

の
好
む
ふ
っ
く
ら
と
し
た
パ

ン
に
向
く
小
麦
粉
に
は
良
質

な
グ
ル
テ
ン
を
形
成
す
る
特

別
な
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
近
年
の
研
究
に

よ
り
こ
れ
ら
の
タ
ン
パ
ク
質

を
導
入
し
た
品
種
が
日
本
で

も
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
国
産
小
麦
パ
ン
」
と
い
っ

た
フ
レ
ー
ズ
を
目
に
す
る
こ

と
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
グ
ル
テ
ン
の
形
成

に
対
し
プ
ロ
テ
イ
ン
ジ
ス
ル

フ
ィ
ド
イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
と
い

う
酵
素
が
関
与
し
て
い
る
と

考
え
、
こ
の
酵
素
と
グ
ル
テ

ン
形
成
に
つ
い
て
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
構
に

関
し
て
詳
細
は
お
示
し
し
ま

せ
ん
が
、
現
在
学
内
の
栽
培

系
の
先
生
方
の
力
を
お
借
り

し
、
小
麦
の
栽
培
方
法
を
変

え
る
こ
と
で
こ
の
酵
素
活
性

量
を
増
加
さ
せ
、
製
パ
ン
性

を
向
上
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ

と
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

従
来
、
食
品
科
学
の
研
究

者
は
、
栽
培
方
法
の
違
い
に

よ
る
農
作
物
の
性
状
変
化
と

加
工
特
性
と
を
連
動
さ
せ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
し
ろ
そ
う
い
っ
た
材

料
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ

た
訳
で
す
。
し

か
し
、
東
京
農

大
の
幅
広
い
分

野
の
教
員
と
協

力
す
る
こ
と

で
、
栽
培
時
に

お
け
る
変
化
も

考
慮
し
た
研
究

が
可
能
で
あ

り
、
こ
の
こ
と

は
東
京
農
大
な
ら
で
は
の
大

き
な
強
み
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
東
京
農
大
で
し
か

で
き
な
い
独
創
的
な
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

屋
久
島
の
タ
ン
カ
ン
ジ
ャ
ム

食
品
製
造
学
実
習
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
製
造

小麦の栽培試験

国際食農科学科は2017(平成)年４月設

立の新しい学科です。本学科では地域の食

と農の歴史と文化を背景とした農業生産か

ら消費まで一貫した教育・研究を行ってい

ます。特に、伊勢原農場での実習、食品加

工実習や調理実習、農家でのファームステ

イ、そして社会科学系の演習など、食

と農を実践的に幅広く学ぶカリキュラ

ムとなっています。食農文化・政策研

究室では、食農文化や経済、そして食

農政策を中心にフィールドワークやデ

ータ解析による研究を行っています。

農大×会津プロジェクト
ブ レ ン ド 米 第 ２ 弾
｢      - コ メ ル -｣
本研究室では｢食農文化生産加

工流通消費までを学び新たな食文

化を創造する｣という学科のコンセプ

トを具現化することを目的に、福島県

会津坂下町の（米生産法人)

猪俣徳一商店(米集荷業者)五ノ井商会(酒

卸･小売り)竹原肉店(精肉販売･外食)パ

ナソニックの炊飯器部門と連携し米酒

馬肉をテーマにしたフィールドワークや商

品開発を行う「農大×会津プロジェクト」

を2019（令和元）年から開始しました。現

在では53人の学生が参加しています。

ブレンド米第２弾として2020（令和２）

年度に開発した「-コメル-」の紹介

をします。この名前には、「香りを閉じこ

める」「癒されてほしい思いをこめる｣｢東

日本大震災から10年の節目に福島復興への

思いをこめる」と

いったさまざまな

意味がこめられて

います。

開発当初は新型

コロナ禍で前期は

大学に入れず、パ

ナソニックから炊

飯器を、猪俣徳一

商店からは９種類

(３㌔×９＝27㌔)

の米を担当学生４

人の自宅に送りま

した。学生は自宅

でご飯を炊いて食味評価したり、ウェブ会

議システムで検討したりしました。後期に

なりようやく研究室で試作を始めました

多くの制限下で取り組んだため、「新型

コロナ禍にマスク生活を強いられる中で、

家に帰ってご飯で癒やされる〝癒やし米｣

をコンセプトにしました。そこで、ほっと

一息つける緑茶に着目し、さまざまな炊き

方を試しました。そして栗原製茶（福岡県

八女市矢部村)の粉末緑茶と一緒に炊くと

鮮やかな緑茶の色みと香りが乗ったご飯に

なりました。この炊き方に合うよう何度も

米の比率を調整・試作し、ついに完成しま

した。

フィールドワークで農大の強み
今回紹介したは、校友の猪俣優樹

氏（平院経博、猪俣徳一商店）や栗原悠

次氏（平院経博、栗原製茶）の協力の下

に完成しました。本学科では農村や山村、

あるいは島しょでのフィールドワークの機

会が多く、その際は地域の校友の先輩方に

ご協力いただいています。これは東京農大

の強みであり東京農大らしさと考えます

今後、皆さまの所に出向くことがあるかも

しれません。その際は、ご指導のほど、よ

ろしくお願いいたします。

43

新たな食文化を創造する
国際食料情報学部 国際食農科学科 食農文化･政策研究室

教授 大久保 研治

を開発した2020(令和２)年度ブレンド米

チーム＝2022(令和４)年３月卒

を使った食事
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各
学
科
が
趣
向
を
凝
ら
し

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
月

日
（
土)




日
（
日
）
、
８
月

日
（
土
）
の
３
日
間

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
７
０
０
人
が
来
場

し
た
。

各
学
科
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
た
。
北
方
圏
農
学
科
は
北
の
大
地

の
作
物
生
産
や
野
生
動
物
の
観
察
な
ど
の
２

種
類
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。
海

洋
水
産
学
科
は
４
研
究
室
を
見
学
し
た
後
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
臨
海
研
究
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し

て
水
槽
室
の
研
究
紹
介
を
し
た
。
食
香
粧
化

学
科
で
は
学
生
に
よ
る
学
科
紹
介
や
食
品
の

加
工
・
香
り
の
重
要
性
・
化
粧
品
の
作
り
方

な
ど
各
領
域
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。

自
然
資
源
経
営
学
科
は
学
生
に
よ
る
地
域
企

業
や
実
務
演
習
で
の
取
り
組
み
紹
介
や
学
外

で
農
業
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
バ
ス
ツ
ア
ー

を
し
た
。

ま
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
部｢

農

天
揆
」
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
学
生
の

元
気
あ
ふ
れ
る
姿
を
見
て
い
た
だ
き
、
来
場

者
か
ら
は
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
網
走
市
街
地

紹
介
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
学
生
の
生
活

拠
点
と
な
る
潮
見
地
区
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ

リ
ア
で
あ
る
駒
場
地
区
を
学
生
が
バ
ス
ガ
イ

ド
と
な
り
紹
介
す
る
な
ど
、
各
学
科
の
研
究

内
容
か
ら

キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ

ま
で
オ
ホ

ー
ツ
ク
キ

ャ
ン
パ
ス

の
魅
力
を

十
分
に
伝

え
ら
れ
た

イ
ベ
ン
ト

と

な

っ

た
。

枠
拡
大
も
来
場
者
ほ
ぼ
上
限

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
８
月
６
日

（
土
）
、
７
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
１
日
の
来
場
者
枠
の

上
限
を
昨
年
比
で
４
０
０
人
増
と
な
る
４
千

人
と
し
た
。
２
日
間
と
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
状
態
と
な
っ
た
。
直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が

発
生
し
た
も
の
の
、
当
日
で
も
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
２
日
間
と

も
、
ほ
ぼ
上
限
と
な
る
約
４
千
人
が
来
場
し

た
。世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
農
学
部
、
生

物
産
業
学
部
の
ブ
ー
ス
も
設
置
し
た
こ
と

で
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
６
学
部

学
科
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
科
ご
と
の
模
擬
講

義
や
研
究
室
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
た
。
入
学

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
入
試
対
策
講
座
で
は
、
入

学
者
選
抜
制
度
の
特
徴
や
対
策
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
っ
た
。
全
体
説
明
後
の
個
別
相
談

で
は
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。
全
学
応
援
団
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
公
開

に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
農
大
の
魅
力
を
十

分
に
伝
え
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

日
程
の
都
合
や
遠
方
に
在
住
の
高
校
生

で
、
来
場
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、
８
月


日
（
木
）
、

日
（
金
）
に
３
キ
ャ
ン
パ

ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
目
玉
と
な
っ
た
「
マ
ナ

ビ
体
感
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
動
画

視
聴
の
機
会

を
設
け
る
こ

と
で
、
オ
ン

ラ

イ

ン

で

も
、
学
科
の

学
び
を
感
じ

取
れ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ

た
。

一
人
一
人
に
十
分
な
対
応

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
８
月
６
日
（
土)



７
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

催
さ
れ
た
。
約
３
千
人
が
来
場
し
た
。

「
学
科
別
マ
ナ
ビ
紹
介
」
で
は
、
各
学
科

の
研
究
内
容
や
研
究
対
象
の
展
示
を
行
う
と

と
も
に
、
少
人
数
で
研
究
室
な
ど
を
見
学
す

る
ツ
ア
ー
も
実
施
し
た
。
学
科
ご
と
に
会
場

の
建
物
を
分
け
、
参
加
者
を
分
散
さ
せ
、
密

に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
た
こ
と
で
、
教
員

と
学
生
が
来
場
者
一
人
一
人
に
十
分
な
対
応

が
で
き
た
。

４
学
科
で
模
擬
講
義
を
行
い
、
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
の
農
学
部
ブ
ー
ス
に
も
中
継
し
、

多
く
の
来

場
者
が
聴

講
し
た
。

ま
た
、
農

学
部
を
体

験
し
て
も

ら
う
た
め

の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
圃

場
（
ほ
じ

ょ
う
）
で

「
ダ
イ
コ

ン
の
収
穫

体
験
」
を

行
い
、
４

０
０
人
以
上
の
来
場
者
が
各
自
で
抜
い
た
ダ

イ
コ
ン
を
持
っ
て
帰
っ
た
。
収
穫
だ
け
で
な

く
品
種
や
栽
培
方
法
、
収
穫
後
の
保
管
方
法

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
学
生
が
紹
介
し

た
。キ

ャ
ン
パ
ス
外
の
圃
場
で
は
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
４
台
（
１
日
２
往
復
×
２
日
間
）
で
１

回
に

人
（
２
日
間
で
約
２
４
０
人
）
が
伊

勢
原
農
場
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
。

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
農
学
部
の
学
び
や
魅
力
を
十
分
に

伝
え
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

農
学
部
の
魅
力
や
研
究
内
容
を

紹
介
す
る
学
生

学びの魅力伝えたオープンキャンパス

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

暑
い
中
、
多
く
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た

教
職
員
・
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て

盛
り
上
げ
ま
し
た
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◇人の多様な研究・

実務者らの縦横無人な

自由な発想からグロー

バルとローカルの中で

生きる私たちに持続可

能で未来につなげるよ

うな考えるヒントを与

えてくれる。随所にあ

る編の「こぼれ話」

が清涼剤となってい

る。

◇明治期、牛の病気を

治し地域に尽くしたい

の一念から女性初の獣

医開業試験に挑んだ京

都の田宮里宇。彼女は

許可されたのになぜ受

験しなかったのか、史

料を丹念に読み解き明

らかにする。ジェンダ

ー平等の時代に歴史を

今一度見直す史実。

◇恩師である杉野忠夫

先生はじめ、津川先

生、米安先生といった

先生に指導を受けて海

外雄飛された強者ども

の情熱の記録。東京農

大卒業生の拓殖魂の迫

力に惹かれる。

◇「ふうしょく」と読

む。農業高校長である

前薗が直面する危機へ

の対応と、生徒中心に

据えた学校運営の様相

を風色に例え想像させ

る福島原発茶畑汚染

生徒生活指導、保護者

会、職員会、組合、教

育委員会、学校経営計

画教員評価の対応は

◇2022年度の東京農大

一般選抜入試全日程の

問題集と解答を受験科

目順(英語・国語・数

学・生物・化学・物理

・日本史・地理・世界

史・現代社会と解答)

を掲載。

◇2021年度版以前の入

試問題集バックナンバ

ーもそろう。

◇庭園は、わが国では

江戸時代に身近なもの

となったようだ。天下

泰平の世相の中でじっ

くりと思いに浸る空間

づくりがなされた。市

民が身近に風流を感じ

想像して楽しむように

なった。

東京農大総研グローバル
情報研究部会 編
定価:1980円(税込)
Ａ５判･並製

東京農大入試センター 編
定価:1760円(税込)
Ａ５判･並製

東京農大入試問題集
2022年度版<解答付>

幻の女性獣医誕生計画
―近代日本の獣医養成史―

農業拓殖活動に
夢 を 求 め て
―志雄塾‐半世紀の軌跡―

東京農大 農業拓殖同志会
志雄塾ＯＢ会 編
定価:2200円(税込)
Ｂ５判･並製･口絵カラー

江戸時代の庭づくり

築山庭造伝の技法

波多野 寛 著
定価:1980円(税込)
四六判･並製

熊澤 恵里子 著
定価:880円(税込)
Ａ５判･並製

後藤 哲 著
定価:2200円(税込)
四六判･並製

小説風色
グローバルに
未来を思考する

地球の食･農･環境とエネルギー

熊
本
県
の
八
代
海
に
浮
か
ぶ
戸
馳
島
は
、
日
本
一
の
洋
ラ
ン
産
地
。
同
島
で
１
万
平
方
㍍
以
上
の
栽
培

面
積
で
３
０
０
種
類
も
の
洋
ラ
ン
を
生
産
す
る
㈲
宮
川
洋
蘭
の
宮
川
将
人
社
長
。
ラ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
を
早
く
か
ら
手
が
け
、
乾
燥
さ
せ
た
ラ
ン
を
ボ
ト
ル
に
密
閉
し
て
販
売
す
る
な
ど
最
先
端
の
経
営

は
、
数
々
の
賞
を
受
け
て
い
る
。
「
夢
の
花

咲
く
島
」
の
洋
ラ
ン
経
営
者
た
ち
が
つ
く
る
五
蘭
塾
を
引

っ
張
り
、
農
家
自
ら
が
イ
ノ
シ
シ
か
ら
畑
を
守
る
事
業
を
興
す
な
ど
、
地
域
お
こ
し
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ

る
。
宮
川
さ
ん
に
母
校
・
東
京
農
大
へ
の
熱
い
思
い
を
筆
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

｢

頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ
れ
ご
と｣

「
返
事
は
Ｙ
Ｅ
Ｓ
か
ハ
イ
」
を
公

言
し
て
い
た
せ
い
で
、
こ
の
寄
稿

の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
際
も
、
Ｎ

Ｏ
と
言
え
ず
受
け
て
し
ま
い
ま
し

た
（
笑
）
。

そ
も
そ
も
東
京
農
大
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
中
学
２
年
の

時
に
父
の
恩
師
で
あ
り
農
大
Ｏ
Ｂ

の
真
弓
斌
先
生
に
「
君
は
将
来
、

小
さ
な
池
を
泳
ぐ
カ
エ
ル
に
な
る

か
、
大
き
な
海
を
泳
ぎ
回
る
魚
、

ど
っ
ち
に
な
り
た
か
ね
？
」
と
聞

か
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
魚
で
す
と
答
え
る
と

「
だ
っ
た
ら
ね
、
東
京
農
大
に
行

か
ん
か
。
全
国
か
ら
農
家
の
後
継

ぎ
が
集
ま
っ
と
る
し
、
東
京
に
住

め
ば
し
ゃ
ば
の
勉
強
に
も
な
る
け

ん
」
道
が
開
け
た
瞬
間
で
し
た


５
年
後
、
最
後
の
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
農
学
部
生
と
し
て
本
学
に

入
学
し
ま
し
た
。
人
口
１
０
０
０

人
の
田
舎
者
が
見
た
東
京
の
刺
激

は
す
ご
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
と
い
う
自
由
旅
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
１
年
生
の
夏
休
み
に
イ
ン
ド

旅
デ
ビ
ュ
ー
し
（
パ
ス
ポ
ー
ト
を

取
ら
れ
た
上
に
赤
痢
に
な
っ
た
。

笑
）
、
そ
れ
か
ら
長
期
休
み
中
は


カ
国
を
１
人
で
旅
し
ま
し
た
。

「
旅
は
人
生
の
道
し
る
べ
」
今
も

そ
の
経
験
が
生
き
て
い
ま
す
。

３
年
生
で
入
っ
た

花
き
園
芸
学
研
究
室

で
は
後
に
名
誉
教
授

に
な
ら
れ
た
樋
口
春

三
先
生
と
い
う
恩

師
、
そ
し
て
一
生
付

き
合
え
る
花
友
に
出

逢
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
７
月
に
は
ゼ

ミ
の
仲
間
と
今
年
、

造
園
大
賞
を
受
賞
し

た
平
工
詠
子
さ
ん
（
平

農
）
の

祝
賀
会
を
し
た
ば
か
り
で
す
。

若
い
時
の
経
験
や
歩
い
た
世

界
、
多
様
な
友
達
は
か
け
が
え
の

な
い
人
生
の
宝
で
す
。

米
国
で
の
修
行
後
の
平
成


年
、
熊
本
に
帰
る
と
親
子
に
と
っ

て
恩
人
で
も
あ
る
阿
曽
田
清
さ
ん

（
昭

工
）
や
、
第
１
回
東
京
農

大
経
営
者
大
賞
受
賞
の
田
辺
正
宜

さ
ん
（
昭

短
農
）
な
ど
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
先

輩
方
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ

き
、
東
京
農
大
に
行
か
せ

て
も
ら
っ
た
恩
恵
を
今
も

受
け
続
け
て
い
ま
す
。
今

年
８
月
に
は
東
京
農
大
校

友
会
熊
本
県
支
部
１
０
０

周
年
記
念
式
典
が
開
か

れ
、
学
長
は
じ
め
全
国
各

地
か
ら
大
勢
の
関
係
者
が

お
祝
い
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
先
輩
方
の
情
熱

と
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら

「
地
域
と
畑
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

始
め
た
、
く
ま
も
と
☆
農

家
ハ
ン
タ
ー
の
事
業
は

「
情
熱
大
陸
」
で
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は

千
葉
出
身
の
農
大
生
の
井
上
拓
哉

君
（
平

開
）
が
新
卒
入
社
し
、

今
で
は
ジ
ビ
エ
施
設
長
と
し
て
大

活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
は
代
表
を
務
め
る
㈲
宮
川
洋

蘭
、
㈱
イ
ノ
Ｐ
と
も
に
新
卒
社
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
農
大
生
を

つ
い
つ
い
ひ
い
き
目
に
見
て
し
ま

う
の
が
悩
み
で
す
が
（
笑
）
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
私
に
は
３

人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
彼
ら
の

将
来
の
選
択
肢
と
し
て
自
信
を
持

っ
て
東
京
農
大
を
勧
め
た
い
な
と

思
い
ま
す
。
卒
業
し
て

年
、
こ

れ
以
上
な
い
と
思
え
る
く
ら
い
最

高
の
大
学
生
活
を
送
ら
せ
て
も
ら

っ
た
者
と
し
て
、
お
礼
の
気
持
ち

と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
乱
文
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
東
京
農
大
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
く
、
こ
ち
ら

か
ら
つ
な
が
っ
て
い
た
だ
け
ま
す

と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。多

謝
。

㈲宮川洋蘭の沿革

1972年 花農家2代目 政友が洋ランの生産を始め宮川洋蘭創業。94年法人

化

2005年 ３代目将人が宮川洋蘭に入社し、ミニタイプのランの生産を開始

2007年 結婚を機に妻とネットショップ「森水木のラン屋さん」をオープン

2013年 ２年の試行錯誤を経て「森のグラスブーケ」の開発に成功

2016年 女性活躍経営体100選（ＷＡＰ100）」を受賞

2017年 九州ベンチャーアワードで熊本県代表として登壇しグランプリ受賞

2018年 楽天市場年間グランプリ「    賞」受賞

2019年 人を大切にする経営学会「日本でいちばん大切にしたい会社大賞」

受賞

2020年 ㈲宮川洋蘭の代表に就任 コロナ禍で逆境の中、最高業績に

2022年 創業50周年を迎え、花以外の地域事業を開始に向けて準備中

㈲宮川洋蘭

熊本県宇城市三角町戸馳397 電話0964-53-0752

公式サイト

:///

森水木のラン屋さん 楽天市場

:////
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代
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表
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イ
ノ
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Ｃ
Ｅ
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宮
川
将
人
氏

(

平
成
13
年
農
学
科
卒
業)

農
大
魂
で
地
域
を
元
気
に

プロフィール

「若い時の経験と友が宝」と宮川さん

「日本でいちばん大切にしたい会社大賞」を受賞するほど働きやすい職
場・宮川洋蘭のスタッフ

第132号（７） 令和４年11月１日



山
義
麿

吉
岡
靖
博

久
保
省

子

古
川
繁
樹

江
頭
義
彦

黒
田
淳
一

森
金
充

深
瀬
信

博

池
田
直
純

中
島
修
治

辻
浩
一

納
富
順
之

馬
渡
肇

満
行
裕
二

木
下
幾
久

野
田

隆【
長
崎
】

横
山
省
三

寺
井
理
治

大
下

史
郎

池
松
正
弘

中
島
秀
人

野
瀬
耕
一

【
熊
本
】

阿
曽
田
清

後
藤
義
博

今
井

正
則

三
森
孝
一

山
中
典
和

上
村
俊
博

杉
平
俊
弥

村
田

健

大
保
澄
秀

田
上
征
人

島
村
武

【
大
分
】

五
島
遼
太
郎

【
鹿
児
島
】

下
津
裕
也

加
治
屋
幸
雄

神

孝
輔

有
村
卓
久

▽
支
部
総
会

加
治
屋
幸
雄

山
野
隆

勝
目
千
里

上
平
重

森
重
真

西
郷
純
一

船
橋
修

一

前
村
格
治

有
村
卓
久

廣
森
徹

澤
山
岩
重

【
沖
縄
】

比
嘉
昌
晋

平
良
憲
一

【
パ
ラ
グ
ア
イ
】

支
部
一
同

【
団
体
】

農
経

ふ
き
だ
ま
り

【
山
口
】

金
子
省
一

三
好
新
一
郎

山

本
義
文

藤
村
昭
治

内
田
主

税

冨
永
雄
一
郎

木
下
辰
己

安
達
哲
司

【
徳
島
】

井
上
暁

【
香
川
】

十
河
土
志
夫

新
延
和
敏

大

西
英
美

湊
和
孝

【
愛
媛
】

玉
井
参
良

山
下
重
蔵

藤
本

明
男

▽
支
部
総
会

池
内
剛
三

石

丸
泰
弘

市
川
貞
男

上
杉
久

幸

岡
本
直
子

越
智
米
明

尾
花
慎
太
郎

篠
原
修
三

高

木
貞
雄

西
山
義
明

大
上
修

二

武
井
清
秀

武
井
祐
輔

高
須
賀
盛
満

高
田
真
人

児

嶋
亮
介

星
川
航
輝

石
橋
由

幸

丹
下
貴
啓

中
城
英
敏

福
島
朗
伯

堀
内
琢
郎

和
田

賜
雄

【
高
知
】

山
本
光
志

西
山
武

【
福
岡
】

水
崎
美
孝

【
佐
賀
】

古
川
繁
樹

馬
渡
肇

▽
支
部
役
員
お
よ
び
職
域
別
役

員
会

出
席
者
有
志

▽
支
部
総
会

阿
津
坂
剛

永

【
島
根
】

吉
田
康
雄

三
島
勝
雄

【
岡
山
】

吉
久
正
洋

国
富
孝

真
鍋
現

次
郎

【
広
島
】

阿
部
哲
三

伊
藤
勝
也

浦
谷

康
彦

加
田
直
久

河
原
直
司

梶
森
久
史

梶
谷
昭
雄

岸
達

三

吉
光
康
雄

久
保
田
文
也

居
升
邦
彦

桑
原
茂
之

胡
本

篤

黒
田
幸
喜

山
本
質

実

井
晃
久

勝
山
修

小
川
政
志

小
田
川
宜
弘

織
部
智
宏

森

住
毅

森
正
耕
太
郎

進
藤
英

彦

畝
茂

石
井
耕
二

石
田

武
司

石
田
隆
子

川
中
敬
三

川
本
英
介

速
見
修
史

大
前

直
行

土
井
洋
二

藤
井
啓
吾

八
谷
文
策

野
村
英
雄

矢
野

光
彦

▽
広
島
分
会
有
志

居
升
邦
彦

金
光
秀
起

香
川
哲
三

高
橋

敬
明

黒
田
幸
喜

森
正
耕
太

郎

谷
口
廸
生

長
原
毅

田

原
英
則

福
島
正
博

木
村
潤

造▽
万
田
発
酵
農
大
会

松
浦
新

吾
郎

韓
美
娜

岩
井
萌

古

川
絢
惠

小
林
英
夫

松
田
健

太
朗

倉
澤
賢
司

樋
口
和
彦

富
田
健
介

矢
葺
弘
子

髙
本

美
香

【
岐
阜
】

三
宅
博
雄

村
手
洋
之

▽
支
部
役
員
会

岩
本
英
司

岩
本
英
世

高
田
順
子

青
木

宏
達

太
幡
正
樹

林
久
詞

櫻
井
敬
丈

【
静
岡
】

陰
山
明
典

塩
崎
康
信

奥
田

洋
之

岡
本
紘
子

糠
谷
禎
則

佐
々
木
明

松
田
早
織

西
島

弘
一
郎

大
村
徳
夫

大
澤
卓

広

渡
辺
英
彰

白
都
剛
史

【
愛
知
】

柴
田
昌
典

都
築
二
郎

藤
原

幹
紹

【
三
重
】

沖
森
俊
範

桐
生
定
巳

高
岡

弘
幸

佐
々
木
正
和

青
木
俊

文

石
川
哲
章

川
端
善
宏

中
井
哲
夫

仲
立
治

辻
貴
浩

▽
支
部
役
員
会

有
志
一
同

【
滋
賀
】

谷
朝
雄

【
京
都
】

河
原
英
昌

高
石
正
之

山
本

和
男

小
西
偉
世

小
畑
晴

中
野
宏

藤
永
実

白
波
瀬
裕

介

平
野
正
樹

平
和
誉
貴

北
川
忠
司

▽
支
部
総
会

伊
藤
義
男

井

上
酉
子

山
岡
俊
幸

山
本
弥

素
典

小
島
義
治

川
邉
哲
平

中
原
茂

藤
田
洋
嗣

北
山
浩

士【
大
阪
】

金
田
真
司

【
兵
庫
】

建
入
賢
太
郎

建
入
倫
子

佐

藤
直
樹

植
村
裕
哉

大
石
貴

洋

大
内
功
男

鈴
木
雅
仁

鈴
木
奈
々

【
奈
良
】

倉
窪
努

【
和
歌
山
】

那
須
健
人

【
鳥
取
】

松
村
讓

森
田
尚
子

仲
田
正

人

牧
田
政
人

▽
支
部
総
会

遠
藤
道
紀

塩

谷
俊
樹

河
本
文
哉

岩
垣
慎

広
谷
直
樹

三
浦
謙
治

山
根

章
司

足
立
登

牧
田
政
人

木
山
孝
文

濱
田
淳

中
川
裕
子

中
嶋
良
樹

中
野

秀

帖
佐
寛
樹

長
嶋
喜
満

田
島
伸
樹

徳
江
久
代

入
内

島
百
合
江

白
井
健

比
留
間

實【
山
梨
】

宮
川
俊
一

渡
邊
賢
二

渡
邊

賢
二

淵
田
光
男

小
野
甲
二

落
合
正
仁

【
長
野
】

竹
村
義
久

北
村
政
夫

岡
本

素
子

目
裕
美
子

櫻
井
茂
隆

▽
支
部
総
会

伊
澤
宏
爾

吉

田
廣
文

坂
本
充

市
川
祐
司

小
椋
勇
人

小
木
曽
貴
幸

小

柳
邦
義

深
谷
淳

青
木
孝
憲

前
田
善
男

早
川
孝
志

瀧
澤

嘉
市

武
田
晃

綿
貫
幹
雄

和
田
慎
太
郎

澁
沢
登

【
新
潟
】

稲
部
宗
宏

荻
荘
誠

加
藤
昭

夫

岩
出
久
夫

吉
村
正

宮

崎
長

原
正
博

五
十
嵐
弘
行

高
橋
学

高
野
俊

小
林
敦

西
方
圭

青
柳
恒
郎

曽
我
達

朗

太
田
正
美

大
滝
弥
一

谷
口
豊

竹
林
昭
代

長
千
賀

子

田
辺
一
輝

土
田
正
次

木
村
喜
芳

▽
支
部
総
会

参
加
者
一
同

【
石
川
】

舘
清

荒
井
直
明

柴
野
大
盾

西
野
邦
明

南
春
夫

【
福
井
】

小
林
美
宏

土
井
直
紀

土
田

茂
一

【
東
京
】

井
上
洋
子

一
之
瀬
是
貫

岡

本
裕
子

嘉
屋
治
雄

笠
井
増

夫

熊
谷
淳

熊
澤
輝

熊
澤

悠

高
橋
健
二

坂
田
和
子

児
玉
恭
一

柴
山
荘
太
郎

小

森
み
ず
ほ

小
林
治
人

上
原

裕
之

常
見
知
弘

神
田
昌
幸

秦
成
夫

水
野
静

星
野
勇
介

生
田
目
伸
子

西
夏
樹

斉
藤

光
基

川
崎
絵
理

大
津
正
道

大
柄
仁

大
澤
正
明

竹
田
大

亮

中
村
忠
義

比
留
間
孝
明

尾
崎
義
人

並
川
直
人

牧
田

光
一

麻
生
昇
平

矢
内
俊
行

和
泉
敏
夫

廣
田
憲
三

櫻
木

薫▽
支
部
一
同

【
神
奈
川
】

井
手
上
末
生

奥
山
拓
雄

境

野
広
行

金
子
周
平

銀
山
健

見
田
茂
穂

高
木
泰
宏

細
谷

晋
之

坂
間
登

三
浦
節
子

重
見
慎
吾

松
浦
一
司

清
水

圭
一

青
木
豊

川
崎
賀
津
雄

曽
我
仁
彦

曽
根
良
二

大
石

壽
治

大
川
晴
美

田
村
實

萩
原
信
弘

福
島
和
好

穂
坂

賢

豊
原
秀
和

鈴
木
英
一

▽
湘
南
な
ぎ
さ
会

井
出
浩

吉
田
光
晴

近
藤
功

桂
田
孝

高
井
博
文

高
山
玲
子

高
木

泰
宏

三
堀
雅
道

渋
谷
忠
宏

小
田
召
二

植
竹
博
子

神
田

務

青
木
浩
一

青
木
正
保

浅
間
祐
一

浅
場
亘

前
田
静

男

大
久
保
泰
明

大
坂
理
恵

利
男

干
川
満

久
保
富
雄

戸
田
雅
稀

後
閑
和
美

狩
野

惠
司

渋
川
理
希
雄

小
和
田

和
貞

上
原
伸
吾

上
原
由
美

清
水
基

石
井
康
雄

渡
辺
秀

雄

伴
内
俊
昭

飯
塚
利
彦

和
泉
一
郎

【
埼
玉
】

松
本
康
博

安
達
哲
司

伊
藤

伸
之

越
川
照
夫

延
命
隆

猿
田
昭

岡
村
章
夫

岡
本
素

子

吉
田
健
一

吉
田
高
章

吉
田
裕
紀

小
山
直
城

森
田

勝

水
澤
洋
介

川
俣
好
子

川
俣
俊
文

村
田
実
智
子

中

島
洋
志

田
中
尚

八
幡
敏
正

平
井
勝

平
松
成
香

柳
下
四

朗

澤
田
七
朗

【
千
葉
】

熊
谷
翔
太

杉
野
麻
衣
子

浅

野
千
之

前
田
順
司

荘
司
健

一

竹
内
宥
太

鳥
海
稔
雄

田
川
博

日
高
貞
雄

鈴
木
昭

家
又
治
郎

小
松
信

小
桧
山

善
継

深
谷
寿
之

星
久
一
郎

大
竹
幸
一

大
甕
和
久

田
村

明
夫

田
中
幸
悦

藤
田
宗
夫

齋
藤
幸
祐

【
茨
城
】

安
田
則
夫

結
束
重
信

荒
井

武
夫

秋
葉
光
頼

小
野
泰

谷
嶋
輝
子

田
中
秀
昭

土
田

春
行

▽
支
部
役
員
有
志

外
ノ
岡
政

典

高
野
三
郎

成
井
重
美

大
和
田
幹
夫

長
谷
川
泉

天

野
政
幸

渡
辺
和
宏

藤
咲
修

一

鈴
木
勝
一

【
栃
木
】

稲
葉
芳
夫

宇
賀
神
正
章

永

島
晃

岩
本
敏
央

岩
渕
守
男

荒
井
規
夫

三
宅
恭
典

小
菅

保

小
林
甚
一
郎

小
林
政
至

水
沼
正
裕

川
村
肇

田
代
和

彦

鈴
木
誠
人

【
群
馬
】

杉
田
明
美

越
塚
淳
史

奥
澤

【
北
海
道
】

阿
部
昭
彦

奥
田
豊

吉
田
勉

幸

宮
田
純
一

行
方
裕
七

早
坂
有
弘

平
沼
徳
行

【
青
森
】

奥
村
衛

中
田
健
造

田
中
信

一

苫
米
地
建
樹

【
岩
手
】

駒
井
元

南
川
昌
信

板
澤
正

悦【
宮
城
】

伊
藤
裕
之

稲
邉
隼
人

会
田

保
良

後
藤
勉

高
橋
純
也

佐
藤
邦
好

松
本
憲
一

菅
原

徹

瀬
ケ
沼
恵
子

千
葉
正
志

早
坂
薫

八
島
重
秋

芳
賀
崇

門
間
清

【
秋
田
】

加
賀
孝
司

今
野
弘
樹

小
館

貞
夫

【
山
形
】

遠
藤
紀
晃

後
藤
英
之

【
福
島
】

戸
田
義
巳

佐
藤
暢
一
郎

氏

ｏｎｅコイン募金
第８期分を寄贈

「箱根駅伝への道ｏｎｅコイン募金」は今年

度で５年目となりました。令和４年７月１日の

校友会通常総会の席

上、第８期分200万

円を陸上競技部男子

長距離ブロックの強

化対策費として坂田

洋一部長と小指徹監

督に手渡しました＝

写真。

小指監督は「戦力強化が進んでおり、令和４

年度も有望な選手が加わった。８～９月の夏の

強化合宿で力をつけて予選会に臨みたい。来年

度は高校でトップクラスの選手も加入予定で、

来年度の第100回記念大会に照準を合わせて取

り組んでいく」と決意を述べました。

＜これまでに寄せられた募金＞

◆件数 7198件 ◆金額 18295052円

（令和４年９月末現在）

箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金

※
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
９
月
ま
で
に

校
友
会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
い
た
方
々
で

す
。
以
降
も
協
力
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
毎

号
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

※
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
９
月
ま
で
に

校
友
会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
い
た
方
々
で

す
。
以
降
も
協
力
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
毎

号
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

協
力
者
ご
芳
名
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地
で
果
樹
栽
培
に
取
り
組
む

髙
木
雄
一
郎
氏
（
平
４
農)



徳
久
俊
行
氏
（
昭

拓
）
の

他
、
地
元
で
図
書
館
な
ど
の

施
設
を
運
営
す
る
天
野
鉄
人

氏
（
昭

拓
）
を
訪
問
し
交

流
。
移
住
し
て
か
ら
の
取
り

組
み
や
今
後
の
方
向
な
ど
を

お
聞
き
し
た
。

農
業
大
学
と
は
２
０
１
３
年

に
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

ベ
レ
ン
、
ト
メ
ア
ス
で
は

在
住
の
校
友
や
日
本
か
ら
留

学
し
て
い
る
学
生
と
交
流
し

た
。一

方
、
安
達
事
務
局
長
は

同
日
大
森
麗
裕
副
会
長(

昭


拓
）
と
サ
ン
ミ
ゲ
ル
移
住

学
長
、
寺
田
室
長
ら
は
同


日
に
東
京
農
大
の
協
定
校
で

あ
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
ビ
ラ
シ
カ
バ
校

を
、
同

日
に
は
ア

マ
ゾ
ニ
ア
農
業
大
学

を
訪
問
。
両
大
学
と

東
京
農
大
と
の
学
生

交
流
お
よ
び
教
育
研

究
に
つ
い
て
一
層
連

携
し
て
い
く
こ
と
が

合
意
さ
れ
た
。

東
京
農
大
は
国
際

的
な
教
育
研
究
・
協

力
活
動
を
推
進
し
て

お
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

大
学
と
は
２
０
０
１

年
に
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア

協
定
校
を
訪
問

移
住
者
と
交
流

慰
霊
祭･

式
典
に
先
立
ち


志
和
地
常
務
理
事
、
矢
嶋
副

事
業
報
告
・
会
計
報
告
、
令

和
４
年
度
事
業
計
画
案
・
予

算
案
と
も
承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
、
上
原
万
里
子
副

学
長
・
校
友
会
理
事
に
よ
る

大
学
の
近
況
報
告
と
記
念
講

演
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

た
。
記
念
講
演
で
は
「
骨
の

健
康
を
守
る
食
品
成
分
～
ロ

コ
モ
と
メ
タ
ボ
は
同
時
に
予

防
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

専
門
的
な
内
容
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

【
三
重
県
支
部
・
伊
藤
知
昭

幹
事
長
】

校
友
の
活
躍
を
広
く
県
民
に

知
っ
て
も
ら
え
る
企
画
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
な
ど
述
べ

た
。
議
事
で
は
令
和
３
年
度

ン
タ
ー
視
聴
覚
室
で
、
３
年

ぶ
り
に
対
面
で
支
部
総
会
を

開
催
し
た
＝
写
真
下
。

出
席
者
は
通
常
の
約
半
分

の

人
。
齋
藤
支
部
長
は
あ

い
さ
つ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収

ま
っ
て
い
な
い
状
況
下
で
対

面
開
催
を
行
う
意
義
や
支
部

対
面
で
総
会

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
も

三
重
県
支
部
（
齋
藤
俊
彰

支
部
長
）
は
令
和
４
年

月

２
日
、
三
重
県
総
合
文
化
セ

幹
事
長
（
昭

拓
）
と
パ
ラ

グ
ア
イ
を
訪
問
。
イ
グ
ア
ス

在
住
の
堤
広
行
氏(

昭

拓)

・
和
子
さ
ん
（
昭

栄
管
）

夫
妻
と
共
に
、
首
都
ア
ス
ン

シ
オ
ン
に
あ
る
農
大
会
館
で

服
部
孝
治
氏
（
昭

農
、
元

パ
ラ
グ
ア
イ
支
部
長
）
か
ら

ご
自
身
が
国
連
食
糧
農
業
機

関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
や
世
界
銀
行

の
職
員
と
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ

な
ど
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と

の
他
、
支
部
の
取
り
組
み
、

同
会
館
の
運
営
に
つ
い
て
お

聞
き
し
、
懇
談
し
た
。

イ
グ
ア
ス
移
住
地
で
は
イ

グ
ア
ス
日
本
人
会
、
イ
グ
ア

ス
農
協
を
表
敬
訪
問
し
、
大

西
ホ
ル
ヘ
副
組
合
長
ら
か
ら

事
業
説
明
を
受
け
た
。
東
京

農
大
に
留
学
後
、
帰
国
し
て

農
場
経
営
を
し
て
い
る
堤
広

史
氏
（
平

国
企
）
と
福
井

伸
一
氏
（
平

ビ
ジ
ネ
ス
）

の
案
内
で
野
菜
や
小
麦
な
ど

を
栽
培
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
農

場
を
視
察
し
た
。

※
服
部
孝
治
氏
は

月
８

日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同

～

日
に
は

ブ
ラ
ジ
ル
支
部
の
戸
国
達
夫

だ
い
た
」
と
感
謝
し
た
。

三
上
さ
ん
は
東
京
農
大
の

客
員
教
授
で
、
学
校
法
人
東

京
農
大
の
評
議
員
も
務
め
て

い
る
。
校
友
会
で
は
栃
木
県

支
部
の
副
支
部
長
。

生
ら
約
３
０
０
人
を
受
け
入

れ
て
き
た
三
上
さ
ん
は｢

実

習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で

自
分
自
身
も
成
長
で
き
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
礎
を

東
京
農
大
か
ら
教
え
て
い
た

の
教
育
研
究
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。

学
生
の
実
習
は
２
人
組
で


日
間
、
三
上
家
で
寝
食
を

共
に
し
て
イ
チ
ゴ
を
栽
培
す

る
。
毎
年
２
月
下
旬
か
ら
４

月
上
旬
に
６
人
が
実
習
に
入

る
。
こ
れ
ま
で
に
東
京
農
大

「
匠
の
技
」
ミ
カ
ミ
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
三
上

光
一
さ
ん
（
昭

短
農
）
、

妻
・
幸
江
さ
ん
に
東
京
農
大

の
江
口
文
陽
学
長
か
ら

月

５
日
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

＝
写
真
上
。

年
に
わ
た
り

東
京
農
大
の
学
生
の
農
業
実

習
を
受
け
入
れ
、
東
京
農
大

あ
い
さ
つ
で
「
農
大
の
卒
業

生
は
社
会
人
と
し
て
成
長
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
農
大
生

は
も
っ
と
紳
士
た
れ
」
と
の

伯
国
東
京
農
大
会
の
石
川
準

二
・
第
８
代
会
長
の
言
葉
を

紹
介
し
、
今
後
の
校
友
会
活

動
に
期
待
し
た
。

と
な
っ
た
。

日
本
か
ら
来
賓
と
し
て
学

校
法
人
東
京
農
大
の
志
和
地

弘
信
常
務
理
事
、
東
京
農
大

の
矢
嶋
俊
介
副
学
長
、
学
長

室
の
寺
田
守
一
室
長
、
東
京

農
大
校
友
会
の
安
達
哲
司
事

務
局
長
が
出
席
し
た
。

慰
霊
碑
は
農
業
拓
殖
学
科

の
杉
野
忠
夫
初
代
学
科
長
お

よ
び
先
覚
の
東
京
農
大
同
窓

生･

校
友
を
追
悼
す
る
た
め


１
９
７
３
年
６
月
に
建
立
さ

れ
た
。
以
来
、
毎
年
７
月
最

終
日
曜
日
に
慰
霊
祭
を
行

い
、
ブ
ラ
ジ
ル
校
友
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
。
慰

霊
碑
は
こ
れ
ま
で
グ
ア
ル
リ

ョ
ス
市
内
に
あ
っ
た
が
、
建

立

周
年
を
機
に
、
交
通
の

便
も
良
い
同
会
館
の
敷
地
内

に
移
設
さ
れ
た
。

慰
霊
祭
・
式
典
で
は
日
伯

寺
住
職
に
よ
る
追
悼
法
要
が

行
わ
れ
た
後
、
原
島
会
長
は

ウ
ロ
市
サ
ウ
ー
デ
区
の
ブ
ラ

ジ
ル
東
京
農
大
会
館
で
開
催

し
た
。
在
ブ
ラ
ジ
ル
の
校
友

と
そ
の
家
族
、
東
京
農
大
か

ら
の
留
学
生
ら
約

人
が
参

加
し
た
。
慰
霊
祭
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催

校
友
会
ブ
ラ
ジ
ル
支
部

（
伯
国
東
京
農
大
会
、
原
島

義
弘
会
長
＝
昭

拓
）
は
８

月

日
、
慰
霊
碑
建
立

周

年
慰
霊
祭
・
式
典
を
サ
ン
パ

支
部･

校
友
だ
よ
り

三
重
県
支
部

パ
ラ
グ
ア
イ
支
部

ブ
ラ
ジ
ル
支
部

建立周年を機に農大会館に移設した慰霊碑の前で

果
樹
農
家
の
髙
木
氏
㊨
と
妻
の

奈
津
子
さ
ん
。
柿
や
ア
テ
モ
ヤ

な
ど
を
加
工
し
販
売
し
て
い
る

表
敬
訪
問
し
た
イ
グ
ア
ス
農

協
。
堤
広
行
氏
（
右
列
奥
）
は

同
農
協
の
元
組
合
長
、
堤
剛
史

参
事
（
左
列
奥
）
は
堤
氏
の
子

息

先輩校友しのんで３年ぶりの式典

支部活動の説明受けるイ
グ
ア
ス
農
協
や
農
場
視
察

記
念
し
て
農
大
会
館
に
移
設

学生農業実習
受け入れ年
教育研究に貢献

栃
木
県
支
部

三
上
氏
に
感
謝
状

パラグアイ農大会館を訪問、服部元支部長（前列中央）を囲
んで（８月日撮影）

ベレン、トメアスの校友、留学生と交流（８月日、トメア
スで）
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偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
０
３(

３
４
２
９)

１
９
８
３

初
め
か
ら
受
け
付
け
。
平
日

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。
電
話
フ
ァ
ク
ス


現
役
生
、
学
生
保
護
者
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
予
約
は
６
カ
月
前
の
月

Ｒ
コ
ー
ド
で
。

支
部
総
会･

教
職
員
部
会

な
ど
に
ご
参
加
を

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
ま
た
は
延
期
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
例
年
は
都

道
府
県
支
部
で
支
部
総
会
や

教
職
員
部
会
、
女
性
部
会
の

他
、
多
く
の
職
域
部
会
・
分

会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
母

校
東
京
農
大
の
近
況
を
知
る

機
会
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
の
ご
利
用
案
内

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ

ー
ル
（
校
友
会
館
）
は
大
学

敷
地
の
西
端
に
あ
り
、
学
生

寮
に
隣
接
す
る
緑
豊
か
で
閑

静
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

館
内
に
は
、
安
価
で
ご
利

用
で
き
る
会
議
室
（
大･

中)

等
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
生
、

校
友
会
Ｈ
Ｐ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

校
友
会
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
校

友
会
本
部
の
会
議
予
定
や
内

容
、
都
道
府
県
支
部
の
役
員

支
部
会
則
、
支
部
総
会
の
開

催
予
定
、
年
度
計
画
、
活
動

報
告
な
ど
、
各
種
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
本
部
に
ご
連
絡
願
い
ま

す
。

校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
の
紙
面
は

Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
の
紙
面

は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
平

成

年

月
以
降
）
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら

は
上
記
の
Ｑ

住

所

変

更

な
ど
の
ご
連
絡

住
所
変
更
や
改
姓
、
会
員

が
ご
逝
去
さ
れ
た
場
合
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
連

絡
願
い
ま
す
。

①
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
に
「
会
員
名
簿
変

更
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
け
て
あ

り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
入
力
で
き
ま
す
。

②
校
友
会
Ｈ
Ｐ

の
「
会
員
名
簿

変
更
届
」
に
ご

記
入
い
た
だ

き
、
フ
ァ
ク
ス

で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

し

ま

し

た
。本

書

が
、
食
・

農
・
環
境

そ
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
未
来
を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
思
考
す
る
ヒ

ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
幸
い
に
存
じ
ま

す
。

◇
Ａ
５
判

並
製

定
価
１
９
８
０
円(

税
込
み)

東
京
農
業
大
学
出
版
会
刊
行

（
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

板
垣
啓
四
郎
）

で
、
多
彩
な
視
点
に
よ
り
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
著

者
に
は
本
学
教
職
員
だ
け
で

な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
情
報
研

究
部
会
に
属
す
る
本
学
の
卒

業
生
と
関
係
者
が
６
人
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
各
章
ご
と
に

コ
ラ
ム
を
設
け
、
楽
し
く
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

を
得
て
、

人
で
執
筆
し
た

一
般
図
書
で
す
。

本
書
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

立
場
か
ら
、
食
料
、
農
業
、

環
境
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者

が
高
い
関
心
を
も
つ
話
題
を

取
り
上
げ
て
執
筆
し
た
も
の

本
書
は
、
東
京
農
業
大
学

総
合
研
究
所
研
究
会
グ
ロ
ー

バ
ル
情
報
研
究
部
会
（
立
岩

寿
一
部
会
長
）
が
、
同
研
究

会
の
沙
漠
緑
化
研
究
部
会
、

食
と
農
の
環
境
工
学
部
会
お

よ
び
大
学
所
有
遺
伝
資
源
保

全
・
利
用
研
究
部
会
の
協
力

栃
木
県
支
部

３
月
４
日

新
井

則
一
氏(

昭

経)

埼
玉
県
支
部

４
月
９
日

高
橋

勉
氏(

昭

造)

神
奈
川
県
支
部
４
月

日

木
田

英
雄
氏(

昭

林)

静
岡
県
支
部

４
月

日

白
井

延
子
氏(

昭

栄
管)

東
京
都
支
部

５
月

日

小
澤

繁
氏(

昭

学
農)

神
奈
川
県
支
部
５
月

日

久
保
田
精
吾
氏(

昭

農)

山
梨
県
支
部

６
月
５
日

清
水

信
夫
氏(

昭

農)

埼
玉
県
支
部

６
月
５
日

小
野

耕
平
氏(

昭

林)

神
奈
川
県
支
部
６
月

日

窪
田

光
男
氏(

昭

経)

長
野
県
支
部

６
月

日

広
瀬

淳
一
氏(

昭

短
醸)

茨
城
県
支
部

７
月
３
日

雨
宮

高
明
氏(

昭

農)

山
梨
県
支
部

７
月

日

檜
垣

宮
都
氏

(

昭

院
化
修)

神
奈
川
県
支
部
７
月

日

合
田

義
雄
氏

(

昭

院
経
修)

パ
ラ
グ
ア
イ
支
部９

月

日

蓮
實

金
悦
氏(

昭

経)

栃
木
県
支
部


月
１
日

林

耕
芳
氏(

昭

経)

茨
城
県
支
部


月
６
日

服
部

孝
治
氏(

昭

農)

パ
ラ
グ
ア
イ
支
部

月
８
日

安
部

優
吉
氏(
昭

工)

兵
庫
県
支
部


月

日

澤
井

毅
氏(

昭

専
農)

静
岡
県
支
部


月

日

▼
新
支
部
長

次
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
支
部

４
月
１
日
就
任

澤
藤

弥
平
氏(

昭

経)

鳥
取
県
支
部

７
月
３
日
就
任

山
根

章
司
氏(

昭

経)

広
島
県
支
部

７
月

日
就
任

吉
川

清
二
氏(

昭

経)

福
岡
県
支
部

８
月
１
日
就
任

吉
原

文
明
氏(

昭

農)

熊
本
県
支
部

８
月
６
日
就
任

鶴
田

憲
平
氏(

昭

農)

茨
城
県
支
部

９
月
１
日
就
任

外
ノ
岡
政
典
氏(

昭

農)

佐
賀
県
支
部

９
月

日
就
任

吉
岡

靖
博
氏(

昭

工)

弔

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

石
崎

邦
夫
氏(
昭

経)

栃
木
県
支
部令

和
３
年
１
月

松
村

久
氏(

昭

造)

埼
玉
県
支
部


月

永
井

昌
嗣
氏(

昭

造)

埼
玉
県
支
部

令
和
４
年
１
月
４
日

根
岸

聖
一
氏(

昭

造)

東
京
都
支
部

１
月

日

森
島

正
満
氏(

昭

農)

慶

令
和
４
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
を

次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
重
光
章

徳
島
県
支
部

七
條

明
氏(

昭

醸)

▼
瑞
宝
小
授
章

山
形
県
支
部

吉
見
愼
太
郎
氏(

昭

農)

▼
瑞
宝
双
光
章

神
奈
川
県
支
部

加
藤

恒
雄
氏(

昭

畜)

群
馬
県
支
部

根
岸

保
氏(

昭

化)

▼
旭
日
単
光
章

茨
城
県
支
部

高
橋

弘
一
氏(

昭

拓)

▼
藍
綬
褒
章

茨
城
県
支
部

仁
平

忠
良
氏(
昭

林)

グ
ロ
ー
バ
ル
に
未
来
を
思
考
す
る

～
地
球
の
食･

農･

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
～

東
京
農
大
総
研
グ
ロ
ー
バ
ル
情
報
研
究
部
会

編

ＦＡＸ 03-3427-2271
 



令
和
４
年
４
月
以
降

支

部
な
ど
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
方
の
み
記
載


令
和
４
年
４
月
以
降

支

部
な
ど
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
方
の
み
記
載

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東
京
農
大
は
９
勝
１
敗
で

３
季
連
続
、

回
目
の
優
勝

を
果
た
し
、
第

回
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
た
。

第

回
北
海
道
地
区
代
表
決

定
戦
（

月

～

日
）

東
京
農
大
は
北
海
道
学
生

野
球
１
部
秋
季
リ
ー
グ
戦


勝
０
敗
で
４
季
連
続
、

回

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

明
治
神
宮
野
球
大
会
（


月

～

日
）
の
出
場
権
を

懸
け
た
北
海
道
地
区
代
表
決

定
戦
で
は
、
札
幌
学
生
野
球

連
盟
の
優
勝
チ
ー
ム
、
星
槎

道
都
大
と
対
戦
。
２
勝
１
敗

で
勝
利
し
、
２
年
連
続
４
回

目
の
出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

さ
れ
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代

表
選
考
合
宿
に
参
加
し
た
。

２
回
戦
で
は
３
大
会
連
続


回
目
出
場
の
強
豪
、
上
武

大
（
関
甲
新
学
生
）
と
ベ
ス

ト
８
入
り
を
懸
け
て
対
戦
。

石
澤
大
和
投
手
（
自
然
３
）

が
立
ち
上
が
り
か
ら
好
投

し
、
六
回
表
に
４
番
・
金
子

隼
人
内
野
手
（
自
然
３
）
が

走
者
一
掃
の
三
塁
打
で
３
点

を
先
制
。
そ
の
後
、
上
武
大

に
本
塁
打
や
適
時
二
塁
打
で

同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
九
回

裏
に
サ
ヨ
ナ
ラ
安
打
で
惜
敗

し
た
。

北
海
道
学
生
野
球
１
部
春
季

リ
ー
グ
戦
（
４
月

日
～
５

月

日
）

井
嵐
将
（
自
然
４
）
が
３
打

数
３
安
打
３
打
点
１
犠
打
の

大
活
躍
を
見
せ
た
。

伊
藤
は
こ
の
活
躍
を
評
価

第

回
全
日
本
大
学
野
球
選

手
権
大
会(

６
月
６
～

日


神
宮
球
場
・
東
京
ド
ー
ム
）

３
大
会
連
続
、

回
目
の

出
場
と
な
る
東
京
農
大
の
１

回
戦
は
６
月
７
日
に
行
わ

れ
宮
崎
産
業
経
営
大
学(

九

州
地
区
南
部
）
を
４
―
１
で

下
し
た
。

先
発
し
た
エ
ー
ス
の
伊
藤

茉
央
（
自
然
４
）
が
九
回
２

安
打
で
相
手
打
線
を
完
封
。

打
線
で
は
主
将
の
８
番
・
吉

伴
野
司
（
経
４
）
の
中
安
打

と
盗
塁
、
西
表
大
夢
（
ビ
ジ

ネ
ス
４
）
の
適
時
打
な
ど
で

３
点
を
返
し
逆
転
。
３
―
１

で
勝
利
し
た
。

横
瀬
辰
樹
（
開
４
）
は
４

割
６
厘
で
首
位
打
者
に
輝
い

た
。

ー
グ
（
４
月

日
～
５
月


日
）立

正
大
に
２
勝
、
国
士
舘

大
に
２
勝
し
、
４
勝
６
敗
の

５
位
。

２
部
残
留
を
決
め
た
５
月


日
の
国
士
舘
大
１
回
戦

で
、
東
京
農
大
は
七
回
表
で

１
点
を
許
し
た
が
そ
の
裏


２
部
残
留

を
決
め
る

東
都
大
学
野
球
春
季
２
部
リ

大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ
た
。

第
１
０
６
回
日
本
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
（
６
月
９
日
、

大
阪
・
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
長
居
）

〈
男
子
４
０
０
㍍
〉
メ
ル

ド
ラ
ム
・
ア
ラ
ン
が
決
勝
で

３
位
。

〈
Ｕ

男
子
４
０
０
㍍
〉
藤

太
樹
が
出
場
し
た
。

・
ア
ラ
ン
。

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー


３
位
＝
富
田
涼
太
郎
、
池
田

琉
央
（
経
２
）
、
三
留
伊
織

（
経
３
）
清
水
響(

造
３)



メ
ル
ド
ラ
ム
・
ア
ラ
ン
は

照
（
経
３
）
は
最
終
盤
ま
で

日
本
人
ト
ッ
プ
集
団
を
引
っ

張
り
、
出
場
５
０
５
人
中


位
。
日
本
人
選
手
の
中
で
は

５
位
と
な
る
活
躍
を
見
せ

た
。

第
１
０
１
回
関
東
学
生
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
（
５
月


～

日
、
国
立
競
技
場
）

《
男
子
２
部
》

〈
４
０
０
㍍
〉
優
勝
＝
メ

ル
ド
ラ
ム
・
ア
ラ
ン
（
微
生

物
３
）
大
会
新
記
録
。
６
位

＝
藤
太
樹
（
工
１
）
。

４
×
４
０
０
㍍
リ
レ
ー


優
勝
＝
藤
太
樹
、
富
田
涼
太

郎
（
経
３
）
小
田
佳
喜(

ビ

ジ
ネ
ス
２
）
、
メ
ル
ド
ラ
ム


日
、
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐

屯
地
～
国
営
昭
和
記
念
公

園
）３

年
ぶ
り
に
立
川
市
街
を

含
む
従
来
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

た
。
出
場
チ
ー
ム
は
昨
年
よ

り
２
チ
ー
ム
多
い

チ
ー
ム

だ
っ
た
。
東

京
農
大
は
順

位
を
一
つ
上

げ
、

位
と

な
っ
た
が
、

箱
根
駅
伝
本

戦
へ
の
復
帰

は
か
な
わ
な

か
っ
た
。
し

か
し
、
エ
ー

ス
の
高
槻
芳

第

回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
予
選
会
（

月

６
月

日
に
山
梨
学
院
大
に

惜
敗
し
準
優
勝
。

柏
木
蓮
（
造
３
）
が
敢
闘

賞
を
受
賞
、
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ

ン
に
柏
木
蓮
と
松
本
圭
太

（
経
４
）
が
選
出
さ
れ
た
。

《
女
子
》

１
部
リ
ー
グ
８
チ
ー
ム
で

競
う
。
予
選
プ
ー
ル
で
２
位

と
し
、
準
決
勝
で
駿
河
台
大

を
破
り
決
勝
へ
進
む
も

山
梨
学
院
大
に
敗
れ
準

優
勝
。

芹
澤
沙
耶(

食
農
２)

が
敢
闘
賞
を
受
賞
。
ベ

ス
ト
イ
レ
ブ
ン
賞
は
芹

澤
沙
耶
と
佐
野
里
名

（
開
３)

が
受
賞
し
た


第

回
全
日
本
大
学
ホ

ッ
ケ
ー
王
座
決
定
戦
・

東
西
交
流
戦
（
７
月


～

日
、
立
命
館
Ｏ
Ｉ

Ｃ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
親
里

ホ
ッ
ケ
ー
場
）

《
男
子
》

１
回
戦
は
北
海
道
大

に
勝
利
し
た
が
、
２
回

戦
で
前
回
準
優
勝
の
山

梨
学
院
大
に
１
―
２
で

惜
敗
。

《
女
子
》

１
回
戦
で
関
西
学
院

大
に
惜
敗
。

関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
春
季
１

部
リ
ー
グ
（
４
月
３
日
～
７

月
３
日
）

《
男
子
》

１
部
リ
ー
グ
８
チ
ー
ム
で

競
う
。
予
選
プ
ー
ル
で
２
位

と
し
、
準
決
勝
で
駿
河
台
大

を
破
り
決
勝
へ
進
ん
だ
が
、

ー
ル
）

今
年
は
通
常
通
り
リ
ー
グ

戦
で
行
わ
れ
、
東
京
農
大
は

４
勝
１
敗
で
準
優
勝
。

小
川
翼
（
工
４
）
、
吉
良

大
弥
（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）
、
野

上
昂
生
（
造
４
）
が
階
級
賞

を
受
賞
し
た
。

関
東
で
準
優
勝

３
選
手
階
級
賞

第

回
関
東
大
学
ボ
ク
シ
ン

グ
１
部
リ
ー
グ
戦
（
５
月


日
～
７
月

日
、
後
楽
園
ホ

た
め
、
３

年
ぶ
り
の

駅
伝
方
式

で
の
大
会

と

な

っ

た
。
参
加

チ
ー
ム
は


校
。
各

チ
ー
ム
１

～
６
区
の

６
人
が
走
っ
た
。

東
京
農
大
は
３
区
の
川
田

愛
佳
（
栄
３
）
が

位
で
た

す
き
を
受
け
取
っ
た
が
３
人

ご
ぼ
う
抜
き
、
７
位
に
順
位

を
上
げ
て
４
区
の
幸
田
萌

（
栄
２
）
に
渡
し
た
。
幸
田

は
区
間
４
位
と
な
る
力
走
を

し
た
が
順
位
は
そ
の
ま
ま


６
区
ま
で
順
位
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
シ
ー
ド
校
を
除
い

た
順
位
は
４
位
だ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
参
加
の
た
め
順

位
が
付
か
な
い
東
京
農
大
Ｂ

は
、
実
質

位
だ
っ
た
。

葉
県
印
西
市
の
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
周
回
コ
ー
ス
）

全
日
本
大
学
女
子
駅
伝

（
杜
の
都
駅
伝
）
の
予
選
会

の
位
置
付
け
。
東
京
農
大
は

健
闘
し
た
が
７
位
だ
っ
た
。

予
選
会
枠
で
の
全
日
本
は
逃

し
た
が
、
５
０
０
０
㍍
６
人

の
チ
ー
ム
記
録
に
よ
る
６
大

学
の
出
場
枠
で
４
位
と
な

り
、
杜
の
都
駅
伝
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

令
和
２
、
３
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク

レ
ー
ス
で
の
選
考
会
だ
っ
た

関
東
駅
伝
７
位
も

別
枠
で
全
日
本
へ

関
東
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選

手
権
大
会
（
９
月

日
、
千

農
友
会
活
動

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部

＝
強
化
指
定
部

世
田
谷
硬
式
野
球
部

＝
強
化
指
定
部

ボ
ク
シ
ン
グ
部

陸
上
競
技
部
女
子

＝
強
化
指
定
部

勝
負
強
さ
を
発
揮
し
た
吉
井
内

野
手
（
６
月
７
日
）

５
月

日
の
国
士
舘
大
戦
で
７

回
を
投
げ
５
安
打
１
失
点
に
抑

え
た
鶴
田
克
樹
投
手
（
経
４
）

駒
沢
大
戦
２
ラ
ウ
ン
ド
Ｒ
Ｓ
Ｃ

（
試
合
続
行
不
可
能
）
で
勝
利

し
た
野
上
主
将
㊨
（
７
月


日
）

吉
良
選
手
㊧
は
駒
沢
大
戦
で
判

定
勝
利
（
７
月

日
）

･

４
×

リ
レ
ー
関
東
優
勝

箱
根
予
選
は

今
年
も
惜
敗

関
東
リ
ー
グ
男
女
と
も
準
優
勝

ホ
ッ
ケ
ー
部

全
日
本
選
手
権
で
健
闘

区
間
４
位
と
健
闘
し
た
幸
田
選
手

準優勝の東京農大女子（５月29日、早稲田
大・東伏見 写真提供＝ ）

準優勝に輝いた東京農大男子（６月19日、大
井・サウス 写真提供＝ ）

３
位
に
輝
い
た
ア
ラ
ン
選
手

４
×
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
優
勝

し
た
選
手
ら

体
育
団
体

陸
上
競
技
部
男
子

＝
強
化
指
定
部

日本人トップ集団を引っ張る高槻選手
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２
人
と
も
実
業
団
の
選
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。

手
は
令
和
２
年
に
関
東
学
連

選
抜
で
出
場
し
、
卒
業
後
は

ン
・
グ
ラ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
（
Ｍ
Ｇ
Ｃ
）
」

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

箱
根
駅
伝
で
は
、
青
木
選

手
は
平
成

年
と

年
に
東

京
農
大
チ
ー
ム
で
、
山
口
選

場
。
青
木
選
手
は
２
時
間


分

秒
で
３
位
（
日
本
人
２

位
）
、
山
口
選
手
は
２
時
間


分

秒
で
５
位(

同
４
位)

と
な
り
、
パ
リ
五
輪
の
日
本

代
表
を
選
考
す
る
「
マ
ラ
ソ

校
友
の
青
木
優
選
手
（
平


化
、
カ
ネ
ボ
ウ
所
属
）
、

山
口
武
選
手
（
令
３
経
、
西

鉄
所
属
）
ら
が
８
月

日
、

札
幌
市
で
行
わ
れ
た
北
海
道

マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２
に
出

ク
の
周
東
佑
京
選
手
（
平


産
経
）
が
外
野
手
と
し
て
選

出
さ
れ
た
。
周
東
選
手
は
令

和
元
年
の
国
際
大
会
「
プ
レ

ミ
ア

」
で
足
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
起
用
さ
れ
、

一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。

来
春
の
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル･

ク
ラ
シ
ッ
ク(

Ｗ

Ｂ
Ｃ
）
を
見
据
え
て

月
に

行
う
強
化
試
合
「
侍
ジ
ャ
パ

ン
シ
リ
ー
ズ
２
０
２
２
」
の

メ
ン
バ
ー

人
が

月
４
日

に
発
表
さ
れ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ス
ミ
ニ
選
手
権
大
会
（
６
月


日
、
東
京
都
立
大
学
）

〈
ラ
テ
ン
の
部
〉
今
井
彰
祐

（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）
・

増
田
好
香(

食
農
２)

組
が
３
位
。

第

回
全
日
本
学
生

選
抜
競
技
ダ
ン
ス
選

手
権
大
会
（
７
月


日
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｂ

ド
ー
ム
）
＝
写
真
上

〈
シ
ニ
ア
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
部
〉
倉
科

翼
・
府
録
明
河
組
が

第
２
位
。

組
が
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で

優
勝
、
ワ
ル
ツ
で
３
位
。

第
３
回
東
部
学
生
競
技
ダ
ン

ワ
ル
ツ
で
３
位
。
タ
ン
ゴ
で

は
倉
科
翼
（
バ
イ
オ
４
）
・

府
録
明
河
（
醸
４
）
組
が
準

優
勝
。

東
京
農
大
は
総
合
で
団
体

優
勝
し
た
。

第
１
０
９
回
東
部
日
本
学
生

競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

（
６
月

、

日
）

〈
シ
ニ
ア
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
部
〉
倉
科
翼
・
府
録
明
河

第
１
２
３
回
東
都
日
本
学
生

競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

（
４
月

日
、
獨
協
大
学
）

〈
シ
ニ
ア
・
モ
ダ
ン
の
部
〉

末
永
一
真
（
生
命
４
）
・
関

泉
美
（
微
生
物
４
）
組
が
ク

イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
優
勝
、

河
川
敷
）
を
大
会
新
記
録
で

優
勝
。
こ
の
大
会
は
世
界
選

手
権
の
選
考
会
で
も
あ
り
、

初
の
１
０
０
㌔
マ
ラ
ソ
ン
で

日
本
代
表
に
。
そ
し
て
２
回

目
の
レ
ー
ス
で
世
界
選
手
権

優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

岡
山
選
手
は
練
習
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
「
効
率
的
に

行
う
こ
と
が
大
事
毎
回
力

を
出
し
切
る
の
で
は
な
く
、

め
り
は
り
を
つ
け
て
」
と
。

今
後
の
目
標
は
「
１
０
０
㌔

の
世
界
記
録
更
新
。
そ
し
て

川
内
優
輝
さ
ん
の
よ
う
な
プ

ロ
選
手
に
な
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
き
た
い｣

と
し


１
０
０
㌔
マ
ラ
ソ
ン
人
口
を

多
く
し
た
い
と
話
す
。

ー
と
し
て
活
躍
し
、
４
年
時

に
は
地
方
で
の
数
々
の
レ
ー

ス
に
出
場
し
優
勝
を
重
ね

た
。卒

業
後
は
コ
モ
デ
ィ
イ
イ

ダ
に
一
般
社
員
枠
で
入
社

し
、
ス
ー
パ
ー
の
店
員
な
ど

通
常
業
務
を
し
な
が
ら
一
般

部
員
と
し
て
競
技
を
続
け
た

が
、
結
果
が
出
ず
退
社
も
考

え
て
い
た
入
社
し
て
３
年


最
後
の
挑
戦
の
つ
も
り
で
愛

媛
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
。
チ
ー

ム
新
記
録
で
優
勝
し
、
強
化

部
員
に
昇
格
し
た
。

そ
し
て
今
年
５
月
、
１
０

０
㌔
マ
ラ
ソ
ン
の
デ
ビ
ュ
ー

戦
と
な
る
「
第

回
記
念
大

会
柴
又
１
０
０
Ｋ｣(
江
戸
川

が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
走
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
箱
根
駅
伝
に
憧
れ
て
東

京
農
大
に
入
学
し
た
が
故
障

に
よ
り
、
陸
上
競
技
部
に
入

れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
悔
し
さ
を

ば
ね
に
練
習
を
続
け
た
。
練

習
ス
タ
イ
ル
を
大
幅
に
変
え

る
な
ど
し
て
急
成
長
し
、
大

学
３
年
で
初
マ
ラ
ソ
ン
で
優

勝
。
そ
の
後
、
市
民
ラ
ン
ナ

手
権
」
に
日
本
代
表
と
し
て

初
出
場
し
優
勝
し
た
。
団
体

と
し
て
も
日
本
チ
ー
ム
が
優

勝
。岡

山
選
手
は
熊
本
県
山
鹿

市
出
身
。
駅
伝
強
豪
校
の
鎮

西
高
校
に
入
学
し
た
が
故
障

東
京
農
大
の
校
友
・
岡
山

春
紀
選
手(

平

ビ
ジ
ネ
ス


コ
モ
デ
ィ
イ
イ
ダ
所
属
）
が

８
月

日
、
ド
イ
ツ
で
行
わ

れ
た
国
際
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会

（
Ｉ
Ａ
Ｕ
）
主
催
の
「
第


回
Ｉ
Ａ
Ｕ
１
０
０
㎞
世
界
選

全
出
場
者
２
１
５
人
。

《
女
子
》
平
山
詩
菜(

造
２)

が
３
位
入
賞
。
鈴
木
茉
利
奈

（
経
３
）
は
９
位
。
全
出
場

者
１
９
３
人
。

第

回
東
京
都
学
生
剣
道
選

手
権
大
会
・
東
京
都
女
子
学

生
剣
道
選
手
権
大
会
（
５
月


日
、
中
央
区
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
）

《
男
子
》
橋
本
和
馬
（
ビ
ジ

ネ
ス
３
）
が
出
場
し
５
位
。

柔
道
優
勝
大
会
（
６
月

、


日
、
日
本
武
道
館
）

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ

れ
、
１
回
戦
で
広
島
大
に
勝

利
し
た
が
、
２
回
戦
で
筑
波

大
に
惜
敗
。

ぶ
り
に
獲
得
し
た
。

２
０
２
２
年
度
全
日
本
学
生

２
０
２
２
年
度
東
京
学
生
柔

道
優
勝
大
会
（
５
月

日
、

日
本
武
道
館
）

男
子
二
部
で
優
勝
し
、


年
ぶ
り
の
一
部
復
帰
を
果
た

し
た
＝
写
真
下
。
花
野
良
輝

（
経
３
）
が
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
た
。
ま
た
、
全
日
本
学

生
柔
道
優
勝
大
会(

６
月




日
）
へ
の
出
場
権
を
９
年

東京農大出身の大相撲関取 過去３場所の成績

場 所

令和４年９月場所
(秋場所／両国･国技館)

令和４年７月場所
(名古屋場所／ドルフィンズアリーナ)

令和４年５月場所
(夏場所／両国･国技館)

正代

熊本県／時津風
(正代直也･平開)

西大関
４勝敗

西大関
勝５敗

西大関
５勝敗

豊山

新潟県／時津風
(小柳亮太･平森)

西前頭十四枚目
４勝敗

東前頭十六枚目
８勝７敗

西前頭十四枚目
６勝９敗

時疾風（冨栄秀喜・平森）

令和４年９月場所（秋場所） 西幕下七枚目 ５勝２敗

令和４年７月場所（名古屋場所）東幕下二十枚目 ６勝１敗

令和４年５月場所（夏場所） 西幕下三十一枚目 ５勝２敗

社
交
ダ
ン
ス
研
究
部

剣
道
部

文
化
団
体

「
諦
め
な
い
で
続
け
て
き
た
成
果
」
と
、
世
界
選
手
権
初
優
勝
を

喜
ぶ
岡
山
選
手
（
写
真
提
供
＝
日
本
陸
上
競
技
連
盟
）

苦労乗り越え岡山選手苦労乗り越え岡山選手

２
回
目
の
レ
ー
ス
で
栄
冠

周
東
選
手｢

侍
ジ
ャ
パ
ン｣

に

柔
道
部

活
躍
し
た
（
左
か
ら
）
鈴
木
、

平
山
、
橋
本
の
各
選
手


年
ぶ
り
に
１
部
復
帰

倉
科･

府
録
組
全
日
本
２
位

東
都
で
は
総
合
で
団
体
優
勝

青
木
選
手

山
口
選
手

Ｍ
Ｇ
Ｃ
出
場
権
獲
得

▼
楽
し
み
な
お
知
ら
せ

を
３
点
▼
東
京
農
業
大
学

「
食
と
農
」
の
博
物
館
で

「
荒
川
弘
〈
百
姓
貴
族
〉

×
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｄ

Ａ
Ｉ
２
０
２
２
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
百
姓
貴

族
の
複
製
原
画
や
荒
川
先

生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

他
、
マ
ン
ガ
を
基
に
し
た

リ
ア
ル
農
業
の
今
と
未
来

に
つ
い
て
の
東
京
農
大
教

員
ら
に
よ
る
展
示
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
▼
明
治

神
宮
野
球
大
会
に
北
海
道

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部

が
出
場
し
ま
す
。
初
戦
は

神
宮
球
場
で

月

日

（
金)


時
か
ら(

予
定)



球
場
で
応
援
の

際
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
を

▼
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野

球
部
の
伊
藤
茉
央
投
手
が

楽
天
に
４
位
、
世
田
谷
硬

式
野
球
部
の
宮
崎
颯
投
手

が
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
育
成

８
位
で
指
名
さ
れ
ま
し

た
。
早
く
球
場
で
応
援
で

き
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
安
達
）

編
集
委
員

委
員
長

豊
原

秀
和

（
副
会
長･

名
誉
教
授)

委

員

穂
坂

賢

(

醸
造
科
学
科
教
授)

委

員

上
岡

美
保

（
副
学
長
・
国
際
食
農
科
学
科
教
授
）

委

員

緒
方

和
彦

（
法
人
本
部
総
務･

人
事
部
長)

委

員

安
達

哲
司

（
事
務
局
長
）
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